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２・５次元彼氏がいますので！
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プロローグ












『推し』という言葉と『善行を積む』という言葉が結びつく人は秋野あきの夢ゆめの気持ちがきっと分かるだろう。

　少なくとも、意味が分からないと笑うことは出来ないはず。

　夢にとっての『推し』は諫早いさはや昴すばるという、切れ長の瞳が印象的な殺陣の上手い二・五次元俳優だ。

　しかし必ずしも俳優というわけではない。アニメのキャラクターだったり、漫画の登場人物だったり、特撮俳優だったり、ありとあらゆる所に自分の好きで好きでたまらない人キャラは存在している。

　そして、推し活をしていることを会社に全面的にアピールする人は少ない。

　なぜなら、自分がオタ活に精を出しているのがバレてしまうのは、大人として、他人の目が気になるところ。

　諫早昴を文字通り日本や海外まで追いかけて一年になり、夢の財布の中身はいつもカツカツだ。でも心は満たされていて、寂しいことはない。

　この状況を否定していい人は誰もいないはずだ。

　老後の心配はないの？　という問いがあるのならば、ブランドバッグを買い漁る人や食事にお金を注ぐ人なら、人生安泰なのかと問いただしたい。そもそも、二十五歳になる夢にとって、老後なんて考えたくもない遠い先の未来だ。今を精一杯生きたい。

　でも、大きな声で推し活をしている、そう言えないのが夢の悩みでもある。

















第一話












　デザイン会社アンクルーズとの会議があり、夢は会議に必要なコーヒーを率先して用意していた。後輩からは嬉しそうに会釈されて「いつもありがとうございます」なんて言われてしまったが、それはこちらのセリフだ。

　一日一善、誰かの役に立ち善いことをすることこそが、推しのチケットを手に入れる為の一歩なのだ。後輩からは、いつも先輩はいい人ですね、なんて言われて差し入れのチョコを貰う。

　出版社に勤務する夢は後輩から少なからず、秋野先輩は良い人過ぎるからラッキー、と思われていることを感じている。でも、そんなことは関係ない。

　給湯室でコーヒーを淹れながら、カップに注ぐ。個数を何度か確認してからそろそろと足を進めた。会議室はすぐ隣だが、ここでこぼしては意味がない。

　そっとドアの前に立ちノックをすると、編集長から「どうぞ」と言われて中に入った。

　今は新刊についての会議中なのだが、携わっている編集者を含めて、装丁についての話し合いが行われている。表紙のイメージとは恐ろしいもので、見た目に左右されて手に取ったということはよくある話だ。

　今回手掛けている本は実話をもとにした恋愛ストーリー。恋愛小説家の自著伝的なものであるのだが、はたして読者は作家にそこまでリアルを求めているのか、というのが争点だった。

　コーヒーを置いていきながら、夢もうっかり聞き耳を立てる。

　この本の制作に夢は関わっていないが、なぜ聞き耳を立てるのかというと、社内でもかなり力を入れて取り組んできた作品だからだ。

「デザイナーとも話したんですけど。作家のリアルな恋愛を装丁にまで反映させる必要はないと。よくあるパターンですけど、すっきり文字でまとめるのがいいんじゃないかと思っています」

　そう言ってアンクルーズの社長、相羽あいばはファイルを取り出して編集者に見せた。

　すると感嘆の声が上がり、「これ。いいかもね」などと話が進みだす。

　編集長にもファイルが手渡されると、深くうなずいている。

「じゃあ、この案をもとに複数作ってくれませんか。次回はデザイナーも連れてきてください。詳しい話をしたいので」

「わかりました」

　夢がコーヒーを配り終えるころには、話がまとまった。

「じゃあ、今日の会議はこれくらいで、次回さらに進めましょう」

　編集長の掛け声とともにぱらぱらとデスクに戻る同僚。

　装丁の話はうまく進んでいるようだと安堵しつつ、コーヒーを出すタイミングが悪かったかと落ち込むが、良い事はしただろう。

　ほっとして会議室を出ようとしたときだ。編集長に呼び止められた。

「秋野。お前彼氏いないよな」

「はい？」

　心の中でセクハラだと思いつつ、二日も会社に寝泊まりして寂しさを紛らわし、四十後半、バツ二の称号を持ち、好きな食べ物はカップラーメンというツワモノの編集長に『セクハラ』なんて言葉は意味が分かっても理解しないだろう。

　ジト目で見つめつつ、編集長は真面目な顔をする。

「アンクルーズの相羽さんが、彼女いないっていうから」

「はあ……」

「たしか彼氏募集中だったよな？　絶賛募集中です！　と俺に返事してたの覚えてるぞ」

「そうでしたね」

　相羽が苦笑して、編集長と顔を見合わせている。悪ノリじゃなく、相羽が彼女不在ということは本当らしい。

　夢もうっかりそんな返事をしたことを思い出す。ふたりの反応を待たずに逃げたい気分だ。

　今日は早く帰ってＤＶＤの予約をしたいのに。

　予約特典もあり、保存用、観賞用と買って気分的にも楽になって発売日を待ちたかった。

　編集長の話なんて聞いていられるわけもないのだが、「推しの円盤の予約があるので！」と言って逃げるように帰るわけにもいかない。

　彼氏募集中だと言ったことなんてほぼ忘れているが、オタ活を円滑に行う為に口癖のように言っているのは事実だから、今回の話題は逃げられそうにない。

「秋野なんてどうですか？　二十五歳で若いし、彼氏もいないからお手頃ですよ」

（お手頃!?）

　編集長の余計な一言に眉をひくつかせつつ、笑顔を絶やさず引きつり笑顔で相羽を見つめた。

　切れ長の瞳が印象的で、諫早昴を思わせるような冷たさを感じていた。しかし、相羽は柔和な笑顔で温厚だ。それに高い鼻梁にふわりと整えられた黒髪が優しさを一層引き立てている。

　タイトスーツが似合う細身の体型で、確かに素敵な人ではある。

　しかし、編集長からの一方的な言葉に言われるがままうなずくとも思えない。

　夢は仕事にも忙しく、黒髪をひとつにまとめただけで白シャツ姿にチノパンという色気のない恰好だ。会社に行く為だとおしゃれも手抜きになってしまうし、それなりに身綺麗にしていれば問題ないと思っている。化粧もしているし、社会人としても問題はないだろう。

「他の子が面倒くさがることも率先してやるし、仕事も早い。相羽さんの相手にぴったりじゃないか？」

「はは。はは……」

　夢は乾いた笑いを見せた。

　面倒くさいことをやるのは推しのチケットを掴み取る為に善行を積んでいるからだ。言い方を変えれば、自分の為にやっていること――とも言える。

　それに編集長からの推薦だって相羽にとっては大問題ではないのかと思う。バツ二であることはかなり有名で、女性に手が早い。多忙である出版社勤務、地方出張、家に帰らないのが癖、気が付くと奥さんは実家に子供と帰っている。結婚も離婚ももう何も怖くない。

　そんな人でもある。

　その人が自信をもって勧めると言っても、あまり気が乗らないだろう。

　この話は形だけで終わる、そんな気がしつつちらりと相羽を見れば真剣に悩んでいる。

「最近、俺も仕事のパートナー以外でプライベートな人が欲しいと思ってまして」

（な、なにを言ってるのかな。これは冗談。編集長がからかってるだけ）

　夢の顔がさらにひきつる。

　今、夢は、諫早昴の出るミュージカルの東京公演と大阪公演のチケットが取れたと仮定して日々を生きている。一週間すべて通うことは不可能だが、仕事を早く切り上げた場合、有給を使った場合、週末のチケットが取れた場合をすべて手帳に書き、どう立ち回れば問題ないか予習している。演目の原作の予習だって欠かしていない。

　いくら相羽がイケメンであっても、たとえアンクルーズの社長であったとしても、その予定に組み込むことは不可能なのだ。

（デートなんてしてる場合じゃないのに）

「じゃあ、早速、今日の帰りにデートなんてどうだ？」

　編集長が顎を摩りながら真面目な顔で夢と相羽を交互に見ながら言う。

「デート!?」

　夢の声は裏返って驚く。そんな予定を入れたら予行演習が台無しだ。一方の相羽は嫌な顔はせずに受け入れている様子だ。ここは夢が断らないと、編集長が強引に話を進めてしまう。

　そんなことを考えているうちに編集長がさらに顎を摩りながら適当な口調で言う。

「そう。お互いに少し親睦を深めるといい。今まで話したこともなかったんだから。近くに美味しいカクテルが飲めるバーがあったし、行くといい」

「い、いえ。私……今日は用事が。母と食事があって」

「じゃあ、連絡先だけでも交換しとけ」

　渋々相羽の方に近寄ると、やはり諫早昴に似ているなと既視感を覚えた。印象は全く違うのだが、目元がそっくりなのだ。

　相羽とはそんなに顔を合わせているわけではないが、初めてでもない。

　改めて見ると、美形の男性なんだと気が付いた。だとすれば、余計にちゃらんぽらんな編集長が決めたデートなんて止めた方がいい。もっと良い人がいる。

「どうかした？」

　相羽の柔らかい声音で現実に引き戻されると、夢ははっとして作り笑顔でごまかした。

「いえ」

「今日は残念だったけど、無理に予定をずらすことはないし、俺と付き合わなくてもいいからね」

「あ……いえ……。お話が合えば、ぜひ」

（彼氏ならもう舞台の上にいる、とは言えないし、それを説明するのは難しいし）

　ちらりともう一度相羽を見てみる。

　切れ長の瞳が自分を見つめて笑みを称えていた。

　優し気で口元にもほくろがあって、色気のある男性だ。

　一度見たら忘れられないほどの美男子。

　もしもオタ活をしていなければ、間違いなく今夜は彼と一緒に過ごしてみたいと思うだろう。でも、世の中は悲しいもので、相羽より素敵な人『昴さま』がいるのだ。

　頭の中にはすぐに昴の顔が浮かんできて、慌てて妄想を掻き消す。

「じゃあ、あの、すみませんが予定だけ立ててもらってもいいですか？　今日は無理なので」

　夢は手近にあったメモ帳とボールペンを相羽に差し出した。

「いいですよ。急に言われても戸惑うからね」

　ちらりと相羽が編集長に目をやった。

　きっと彼も編集長の女性関係のことを思い出したのだろう。

　手慣れた俺がアドバイスをしてやろうか？　と今にも口を挟みそうに前屈みでこちらを見ている。相羽も断りにくいのだろう。

　相羽の前でぎくしゃくして目が合うと、編集長はにやっと笑う。夢はぞくっと寒気がした。

「俺の誘い方はいつも同じ『今夜どう？』、ですべてクリアしてきたんだよ。大体の女の子はＯＫだし、そのくらい強引じゃないと、先に進まないだろう？　秋野だって今夜いっちゃう？　ホテル行く？　ワンナイトしちゃう？　って言われたら、まあいっかってなるだろ」

「ありえません」

「そう？　俺の体験談だと、酒とホテルで落ちない女はいない！」

「編集長。相羽さんの前で恥ずかしいので、デスクに戻ってください」

「へいへいへい。お若いふたりでおしとやかにお話まとめてちょ」

（なにがまとめて『ちょ』だ。古臭い。これだから奥さんに逃げられて職場と家がごちゃごちゃになるんだって。あんな大人にはなりたくない）

　編集長を追い出して相羽とふたりきりになると、途端に視線を感じるような気がして頬が染まる。普段は舞台上の彼氏に熱い視線を送るばかりだが、男性からの視線には慣れない。

　頬を染めて思わず俯くと、相羽はメモ帳にラインのＩＤやメールアドレスを書き、夢のことを見つめていた。編集長とのくだらないやり取りに苦笑しているようだ。連絡先を書き終えると、夢を見つめて微笑むので思わず胸が鳴った。

「暇なときに少しやり取りしましょうか。編集長は相変わらずですね」

「はい」

「仕事も忙しいでしょうから、忘れないうちに今日連絡してもいいですか？」

「あの、すぐに返事が出来ないときもありますが、返信は必ずしますので」

「いえ、俺はそんな強制するつもりはありませんよ」

「あ、ありがとうございます」

　思わぬことを言われて、ほっとした。仕事でも顔を合わせる為、返事をしないわけにはいかない。でも、相羽の方から気にしないと言ってくれると有難いものだ。

　相羽の包むような微笑みに胸がとくとくと鳴り始める。

　現実にもこんな優しい人がいるのかとぼんやり考えていると、脳裏に『昴さま』が横切る。

（私、浮気しているつもりないの！　昴さま一筋なんだから）

　頭の中で言い聞かせつつ、相羽からメモを受け取ると思わず笑み返してしまう。

　今まで付き合ったこともなく、本当に彼氏募集中状態だった。

　中学校の時に初恋を経験したが実らず、大学に行っても恋だけはうまくいったことのない人生。

　編集者になって仕事で多忙になると、今度は恋ってなんだっけ？　という毎日になってしまった。そんな時に出会ったのが『昴さま』。

　舞台のチケットを、編集長から「俺はいらないから」と言って渡されたのがきっかけだった。

　軽い気持ちで行ってみれば、彼の殺陣に魅了され、その言葉一語一語に説得力を感じ、心動かされる。舞台上で愛の囁きや、ふたりきりで語り合うシーン、告白シーンがあれば胸が詰まる。

　そうすると、彼と疑似恋愛でもしているような錯覚に陥った。

　チケットさえ取れれば、自分の都合で足を運べるのだって夢にとってはありがたい。

　それとは逆に恋愛は夢の都合はおかまいなしだ。

　心を乱され、時間を取られ、彼氏のことで思い悩む。

　相羽がとても寛容で本当にありがたいが、自分のことをさらけ出す勇気はなかった。

　舞台俳優の『昴さま』が好きだとはとても言えない。

「じゃあ、今夜連絡するから」

「はい」

　そう言って相羽も手を振り、会議室から出ていく。

　会議室に取り残された夢は、思わぬ形で恋愛が始まったことに戸惑った。

　さっき配ったばかりのコーヒーを持ってきたトレイに戻すとため息を吐いてしまう。

（とりあえず、今日はすぐに帰る予定だし、早くＤＶＤの予約しなくちゃ）

　相羽のことを気にかけつつ、会議室を片付けると給湯室でまたため息を吐いた。

　デスクに戻りスマホに相羽の連絡先を登録すると、不思議な気持ちになった。『諫早昴』はどんなにグッズを買っても、舞台に通ってもスマホに登録することは出来ない。

　大金を払っても彼の本名を知ることは出来ないし、プライベートを知ることも出来ない。

　もちろん、ネットにはまことしやかな噂なら書き込まれているけれど、仕事柄そういうものを信じることはなかった。

　でも、相羽はいとも簡単にスマホに連絡先を登録出来てしまったし、それどころか一瞬で彼氏前提の人になる。

　この差はなんだろうと思いつつ、至って健全なことなのだとも分かっている。

　でもそのことは考えないで頭から追い出した。

　仕事に戻ろうと、任されている小説に赤字を入れていく。

　早く帰れそうにないなら、原稿を持って帰って家でやるまでだ。

　赤いボールペンを手に持ち、ちまちまと書き込んでいくとあっという間に午後六時になっている。

　そろそろ区切りをつけて終わりにしないと、ズルズルと仕事を続けてしまう。そう感じて区切りを見つけ、ペースをアップする。

　すると、スマホが振動した。

　見てみると、相羽からのようだ。

『今日はお疲れ様でした。食事の予定を立ててもいいかな』

（どうしよう。今週は無理。来週も無理。再来週……まで待たせたら怒るよね）

　スマホを握りしめているが、答えは出ない。

　ただ、今週はまだチケットが取れた場合の舞台の原作チェックをしているだけだから、相羽の為に時間を割いても良いような気もする。

　でもそんなことをしていたら、本番でチケット争奪戦に負けるような気がするのだ。

　かといって相羽を再来週まで放置出来るのか、と。

　夢は意を決してメッセージを送った。

『予定なくなったので、今晩どうですか』

（うう……浮気してごめんなさい。昴さま）

　胸の中に住む昴に謝罪するものの、許されないような気がしてちくちく痛む。

『無理しなくていいけど。予定が空いたなら、ぜひ』

（無理……してるかもしれないけど）

『あの、じゃあ、私がレストラン決めていきますね』

『まだ仕事中だろう？　俺がやるから。迎えにも行く』

　迎えに来てくれるのかと思い、夢はリアル恋愛のふわふわした感覚を思い出す。

　昴さまは手の届かない遠い存在で永遠の片思い。

　潔癖症でもなく、ただ恋愛から遠ざかっていた夢にとっては、このやり取りだけでもムズムズするような恥ずかしさを覚えてしまう。

　しかも、社会人になってお酒が飲めて、レストランも奮発出来ることを知った。

　中学生の頃のように、規律のある世界の中での恋愛じゃない。

　そう考えた途端に相羽と抱き合っているところを想像してしまう。

（うわ！　私って最低！　昴さまがいながら）

　信じられないと頭を振りつつ、これがリアル恋愛なのだと胸に手を当てた。

　鼓動が早まり、さっきよりも頬が熱い。なんとかスマホを握り直して文字を打っていく。

『あの、八時頃に迎えに来てください』

　返事をすると、夢ははっとした。

　七時帰宅のつもりで仕事を進めていたのに、ぼんやりしてうっかり時間を間違えてしまった。

　今さら時間の訂正も出来ないと思い、夢は原稿に視線を落とした。

　相羽からの誘いで動揺している自分が恥ずかしいし、困惑する。

　諫早昴は舞台上で輝く人であり、手の届かない人物。恋をしていたと錯覚こそすれ、本当の恋じゃないことくらいは分かっている。

　でもいざ恋愛に発展しそうになると、昴に申し訳ない思いになってくる。

　ましてや、相羽と深い仲になるかもしれないと思うと余計に。

　頭がぐちゃぐちゃして、赤字を入れるどころじゃない。

　思わず頭をかきむしると、肩をポンと叩かれた。誰かと振り向けば、編集長がいやらしい笑みを浮かべていて、背筋が寒くなった。

「仕事はほどほどに。今日は相羽さんと会って来いよ」

「いえ、もう予定は立ててあるので。編集長こそ、三人目の奥さま候補とどうなんですか？」

「えっ！」

　編集長はぎくっとしたように肩に置いていた手を引っ込めた。

　知らないと思っているようだが、かなり有名な噂なのだ。

　どこで知り合っているのか知らないが、二十代の若い美人の女性らしい。

　元モデルとか、キャビンアテンダントとか、様々な噂が飛び交っているのだから。

「色白の長身の美人だとか。モデルみたいな人って聞きましたけど」

「ああ。いや、その子は違うかな」

「はあ？　また遊びですか！」

「人聞きの悪い。打ち合わせだよ」

「ラブホでなんの打ち合わせするんです！　知りませんよ」

　ふへへと笑う編集長を睨みながら、夢は呆れた。

　今晩も家に帰らないで編集部で夜を明かすつもりだろう。いや、もしかしたら噂の女性と夜を明かすのかも。編集長の女好きも困ったものだ。

　そんな人とフロアで一緒に残業も嫌だと思えてきて、夢は思わずスマホを取り出した。

　そして相羽にメールを送る。

『仕事早く終わったので、ビルの入り口で待ってます』

『わかった。今から行くよ。少し待たせる。悪いね』

『いいえ。こちらこそ、すみません』

　同じ男性でも、こんなに違いを感じるのはなんだろうとため息を吐いてしまう。

　そそくさとバッグに荷物を詰め込むと、ジャケットを羽織ってフロアを後にした。

　編集長の寂しさいっぱいの「お疲れ～」を聞きながら返事をすると、すぐにエレベーターへ乗り込む。

　エントランスに到着すると、広々したホールには、椅子と机が置いてあるのでそこに座って待つことにした。

　五分くらい待っていると、黒いＳＵＶが見えて道路の前で止まった。

　相羽の車じゃないかと思い外に出ると、窓が開いて手を振ってくる。

「さっそく会えて嬉しいよ」

　滑らかな低音は耳に響いてきて心地よさを覚える。そして相羽の瞳は自分を熱っぽく見つめていた。

　いつも自分が舞台上の昴に向かって送るそれを、自分に向けられていると思うと恥ずかしくてたまらない。

　俯いてしまうと、相羽が心配そうに声を掛けてくる。

「どうかした？」

「いえ。なんでもありません」

「じゃあ、乗って」

　初めての車に胸を鳴らせつつ、スカートを気にして乗り込むと車は革張りで心地よい音楽が流れている。夜景が窓越しに見えて、緊張と高揚感が増すばかりだ。

　助手席で縮こまっていると、車はゆったりと走りだす。

　相羽の顔なんて見る余裕もなく、外を眺めているのが精一杯だった。

「レストラン予約したんだけど、嫌いなものある？」

「いえ」

「イタリアンなら無難かなと思ったんだけど、どうかな」

「大好きです！」

「本当に？」

　くすくす笑われて、夢の心臓がばくばく鳴りだした。

　調子を取る為に言ったわけではなく、本当にイタリアンが好きなのだ。

　ただ、その気持ちの半分には相羽に好かれたいという思いがある。

　どんどんリアル恋愛に心が引き寄せられていることを実感していたけれど、その心地よさには抗えなかった。

　ましてや、大人になってからまともな恋愛もしていないのだから、余計だ。

　車の中の静かな音楽を聴きながら、何か会話をしなければいけないと賢明に頭を巡らせる。相羽はそんな夢のことを気にする様子もなく、機嫌よく運転をしていた。

　自分といるのが嫌じゃなければ、とりあえず、今日の食事は良しとしようと思う。

　しかし、ふと夢の頭の中に「善行」の二文字が浮かんでくる。徳を積まねば、チケット争奪戦には勝てない、と。

　相羽を気分良くしてこそ、チケットを手に入れられるのではないか。そう思えてくると、悲しい性が発動してしまった。

　夢は、胸を鳴らしながら満面の笑みで相羽に声を掛けた。

「相羽さん、今日のお仕事お疲れさまでした」

「秋野さんこそ、お疲れさま」

　前を見つつ、にこやかに返事をしてくれる相羽に夢はきゅっと胸を詰まらせた。

　慌てて平静を装っていつも通りに振舞う。

「私は別にいつも通りの毎日ですので」

「そう？　秋野さんって忙しいんじゃないの？　編集長が人の嫌な仕事もやるって」

「それは気分転換にもなりますので」

　うふふと笑顔を見せると、なぜか空しくなる。

　相羽のご機嫌とりが一日一善、チケットを手に入れる為の口実に使われていいのだろうか。これはリアル――、現実の恋の始まりなのだ。

　諫早昴のことはこの時間だけは忘れないといけない。

（もう癖、一日一善は）

　思い直して、さっき自分が相羽のご機嫌取りをしたのは一善のうちに含まないと決め、頭の中をデートのことで満たそうと努力する。

　相羽をちらりと見れば、横目で見返してくれた。

「今日は何食べたいの？」

「ええと。お勧めを」

「ううん。コース料理頼もうか」

「はい」

　疲れた体に久しぶりのきちんとした料理が食べられると聞いて思わず浮かれてしまう。

　車がホテルに入ると一瞬戸惑うが、相羽との距離は感じたままだ。

　触れてくる様子もなく、ワンナイトなんてどう？　なんていう編集長の思惑を吹き飛ばすように、誠実な態度を示してくれる。

　車が止まると、相羽は先に降りて夢もドアをそっと開けて降りた。

「このホテル内にあるカジュアルレストランが美味しいんです」

　相羽の口数が少ないせいで緊張しているのかと、思わず勘ぐる。

　隣に並んで歩き出すと、エレベーターに乗り込む。そのままレストランに直通していて、少しの間沈黙が落ちた。

　身体を強張らせ会話もろくにできずにいると、思わず諫早昴のことを考えそうになる。

　こんな時、彼ならどんな言葉を掛けてくるのだろうと、妄想の海に飛び込みそうになってしまうのだ。

　エレベーターが止まると、夢ははっとして肩を落とした。

　受付で相羽が話を付けているのを聞きながら、店内をそっと見渡せば照明が落とされたムード漂う上品な空間に、自分の恰好を思い出す。

　チノパンにシャツにジャケット。

　仕事なら問題ないが、こんなおしゃれなところではせめてスカートを履きたかった。

　そのまま店内に入ると、窓際の席に通されて眼下には煌びやかな世界が広がる。

　思わず感嘆の息を漏らすと、相羽がくすっと笑う。

「仕事でこういうところ来ませんか？」

「いえ、こういうところだと打ち合わせにならないですよね。美味しい個室の居酒屋なら利用しますが」

　夢は淡々と言ってしまったことにはっとした。

　ここは嘘でもおしゃれなカフェで打ち合わせをすると言うべきだったかもしれない。

　個室の居酒屋なんて言ったら、お酒が飲みたいから打ち合わせしているみたいじゃないか。

「でも、カフェで打ち合わせもよくあります」

　作り笑顔で言い直すと相羽は静かに頷いてくれる。

「長居出来るところは有難いですよね。うちもよく使うカフェがあります」

「じゃあ、今度はそこに行ってみたいです」

「じゃあ、連れていきますよ。でも、どこにでもあるカフェですけど」

　言われて、胸が鳴りだした。

　どこにでもあるカフェと言われても、相羽はテラス席が似合いそうだし、おしゃれなサンドウィッチを食べてコーヒーを飲む姿だって想像できる。

　流行りの緑に囲まれたカフェも似合いそうだ。

　彼の雰囲気が良いせいなのか、相羽が普段行くカフェに行ってみたくなってしまう。

「相羽さんが行くところってどんなところなのか、興味があります」

「じゃあ、俺も秋野さんの行くところに行ってみたいな。お昼はあの近辺だとどこで食べるんですか？」

「ええと……。お弁当です」

　嘘や見栄を張るのもおかしいと思い本当のことを言った。せっかくのムードのところで、途端に普段の節約生活を思い出す羽目になってしまう。

　チケットを手に入れる為、海外や地方公演に行く資金繰りに、前日のご飯の残りを詰めただけの弁当を持参している。

　まさか、弁当の中身まで知りたいなんて言い出さないだろうと窺っていると、相羽はにこりと微笑んだ。

「俺にも作ってくださいね」

「は、はい！　よろこんで」

「そんな居酒屋みたいな返事じゃなくても」

　くすくす笑われてしまうが、嫌な気分じゃない。

　切れ長の瞳が、少し垂れると可愛らしい表情になって得した気分だった。

　相羽が自社に来るのは会議の為だ。いつも厳しい顔がほとんどだし、ピリピリした雰囲気の中、まじまじと見たこともない。

　こんな風に笑ってくれると、改めて距離が少しずつ縮んでいるんだと思える。

　店員が夢の前に食前酒を持ってきてくれ、相羽にはノンアルコールのカクテルが運ばれる。

　そのあとはすぐに前菜が運ばれてきた。

　スプーンの上にちょこんと乗ったオードブルは見た目も可愛らしい。

　そしてスープが運ばれてくると、相羽はワインのオーダーをしている。

　その辺りもそつなくこなすので、夢は見ていて惚れ惚れしてしまった。

　メインのパスタは普段食べるようなぽってり盛られたものではなく、キャビアのクリームパスタが小さく盛られている。

　そっと掬って食べてみると濃厚だ。すると向かいからフォークが伸びてきて、相羽も同じように掬って食べる。突然のことに驚く夢だが、相羽は微笑みながら夢を見つめるばかりだ。

　突然のことに身体を強張らせた。

「お、美味しいですね」

　夢は言葉を選んだ。

「そうですね。でも、秋野さんと一緒だと少し緊張するな」

「私で緊張ですか？」

　よくわからないと首を傾げると、相羽はフォークを置いてナフキンで口を拭った。

　夢は頭がぼんやりしている。善行だとか徳だとか、それすら忘れそうだ。

「会議になると、コーヒーを持ってきてくれるだろう。気が利く人なのは分かっていたよ。君以外に現れたことないから」

「あ……それは、その……」

　日頃の行いの良さは、確かに周りにとっても嬉しいことだし、自分だって評判を上げてくれる材料になる。

　嬉しいことだが、今日だけは少し微妙な気持ちにさせられる。

　その行動は諫早昴の為、彼の舞台のチケットが欲しいが為に必死なのだと、さすがに出会って早々には言えなかった。

　いや、たとえ付き合って半年経っても言えるのか自信がない。

「秋野さんは編集長のことすごくフォローしてるって聞いたよ。さっきメールでね」

「編集長ですか？」

「そう。どうせ話題もないだろうから、相羽さんに良い情報あげちゃうよって。編集長っていつもあんな感じだけど仕事もお金のこともしっかりしてるから、その情報は信じてるな、俺」

　この時ばかりは、編集長の軽いノリに感謝した方がいいと思えた。

　お互いに緊張して、何も話せない状況だったかもしれないし、相羽さんも夢を気にして何も口にできずにいたら、せっかくの時間が台無しだ。

　さすが、編集長は女性に事欠かないだけある、と夢は心の中で尊敬してしまう。

　夢も受け身のままではいけないと、なんとか話題を頭の中で巡らせた。

「あの……お弁当は、何が好きですか？」

「うーん。無難だけど、卵焼きかな」

　相羽がにこりと微笑んで答えてくれてほっとする。緊張して的外れなことを言ってないようだ。夢はすかさず次の質問をする。

「ほかにはありますか？」

「改めて聞かれると、思い浮かばないな。お弁当食べてた時期って高校生までだからねえ。秋野さんは何か得意なものある？」

「えっと、卵焼きですかね」

　ここは話を合わせるべきだと夢はにこりと微笑んだ。

　残り物の詰め合わせ弁当が得意です、とはさすがに言えないことだし、弁当のおかずで得意なものと言われると、同じものが浮かんだのだ。

　こじゃれたハンバーグやキャラ弁なんて夢には出来ない。

「卵焼きが入ってれば、後は秋野さんのおまかせで。いつかお願いします」

「じゃあ、今度お弁当持って、公園に行きます？」

「楽しみだな」

　本当に嬉しそうに微笑まれて、夢の胸が鳴りだした。

　特別な言葉を言われたわけじゃない。ただ、楽しみと言われただけだが、その気持ちなら夢が一番分かるのだ。

　次が楽しみ、待っている時間が楽しみ、そんな風にして日頃の自分をふるい立たせているのだから。

　相羽は夢にそんな期待をしてくれている。

　仕事以外にそんな目で見られたことはない。

　ふたりはデザートを食べ終えると、ぎこちなく自分たちのことを話しだした。

　相羽の滑らかな声を聞きながら、夢はじっと彼の話を聞く。

　相羽は社長兼デザイナーであるが、今はすっかり社長業に従事していること。彼女は忙しくてしばらくいないが、夢との出会いをひそかに期待していたこと。

　編集長からはそれとなく夢の働きぶりを聞かされていて、ひっそりとどんな女性か想像していたこと、などなどむずがゆい思いになるようなことをたっぷりと聞かされた。

　夢を前にして照れながら話すものだから、お互いに頬を染めて恋人未満のジレジレな状況だと実感させられる。

　相羽は真面目な気持ちで楽しみにしていたというのに、夢は観劇のチケット欲しさに良いことの積み重ねのひとつとして考え、自分の徳を積むためと愛想笑いなんて浮かべたりして、胸が痛む。素直に付き合うことを考えた方が気楽そうだ。

　ただし、諫早昴に対して自分の気持ちが整理出来るか不安だが。

　相羽が時計を見るので、夢もちらりと腕時計を見れば午後十時を過ぎていた。

「帰りましょうか」

　相羽に優しく言われて、夢は小さくうなずいた。

「送ります」

「ありがとうございます」

　膝に引いたナフキンを持って席を立つと、名残惜しい思いで胸がいっぱいになる。

　もっと話していたいとか、同じ時間を共有していたいとか、そんな久しぶりに抱く恋心にモヤモヤしつつ、にこりと笑みを見せた。

「明日からまた仕事ですね」

「そうだね。秋野さんのおかげで頑張れるよ」

　その優しい言葉に、夢は思わず破顔してしまう。

　会計を済ませてエレベーターを降りるとき、そっと相羽と手がぶつかる。

　初めて感じる男性の温もりにひくっと手を震わせつつ心地良さも感じて、車に戻る頃には頭の中は相羽のことで満たされていた。

















第二話












「その日は……ちょっと仕事が立て込んでいて」

　夢は部屋のカレンダーをじっと見つめながら、スマホから聞こえてくる相羽の落胆する声を聞いていた。

　初めてのディナーから一週間が経ち、相羽とも毎日メッセージのやりとりをしていて、とても充実した生活を送っている。

　だが、次のデートの予定が立てられないのだ。

　諫早昴の東京公演が始まった。

　チケットは以前から取ってあり、今週は平日に一回、週末に二回くりだし、大阪公演にも足を向ける。その間、仕事だって暇ではないので、公演を見る為に猛然と原稿を終わらせていくのだ。そのせいでいつも帰りは終電間際になる。

　その合間に、相羽とのデートを入れるなど、不可能に近い。

　相羽は早く会いたいと言ってくれるのだが、舞台で予定が埋まっている為、時間を割けないのだ。

　理由なんて言えるわけもなく、仕事のせいにするしかない。

「仕方ないね。今週が無理なら、来週はどうかな」

「来週も忙しくて」

（大阪公演が始まるの。来週は寝る暇もない）

「じゃあ、再来週は？　まだ少し先だけど」

「あの……その……その頃になると〆切が沢山あって」

（海外公演がある……んです。ごめんなさい）

　舞台だけ見てとんぼ返りで帰ってくるスケジュールだが、チケットが取れた為になんとしても行きたい。

　旅費、宿泊費も考えると観光なんて考えられないし、物販にすべてを注ぎたい。

「そうですか。でも、忙しいことは良い事ですからね。メッセージは送っても問題ないですか？」

「それはもちろん！　私からもいいですか？」

「嬉しいよ。秋野さんからのメッセージ」

　その一言に、申し訳ない思いになる。

　しっかり恋に向き合えばいいものを、いままで積み上げてきた二・五次元俳優への想いが消え去るわけじゃない。

　この舞台の為に必死に仕事をして、スケジューリングをして、予行演習までして、やっとチケットが取れたのだ。しかも今回は海外公演のチケットまで。

　相羽の優しさにつけ込むつもりはないのだが、甘えてしまう。

「ごめんなさい。今月が終われば、会えるので」

「いいって、だって仕事が忙しいのはお互いさまだろう？」

　優しく微笑んでいる様子が目に浮かぶ。

　あの日、薄暗い照明の中で夢は相羽が人懐っこい優しい人なのだと理解した。

　初めは緊張していたが、彼には恋人がいないのが嘘のように、話し始めると色々と甘えてくれたり、夢の話もきちんと聞いてくれる。

　相羽と一か月会えないのは苦しいが、この日の為の努力を思うと、誰かにチケットを譲ることも考えられなかった。

「本当にごめんなさい。来月の予定なら」

　そう言って立ち上がりカレンダーを捲るが、舞台の予定がすでに書かれている。

　チケットが取れたつもりで予定を立てているので、この日は相羽と会うと苦しい思いをするかもしれない。

　でも、一か月も会わなければ、相羽はどう思うだろう。

「ら、来月の頭なら」

「じゃあ、その日に行きたいところはある？」

「ううん。プラネタリウム……とか」

「いいね。帰りはご飯を食べて、のんびりしようか」

「はい……」

　なんとか埋め合わせの予定は立てたと思う。

　ただ、相羽には申し訳ない思いでいっぱいだ。それに、一か月会わないと今度会ったときにまた緊張してしまいそうだ。

　少し雑談してから電話を切ると、夢はがっくり項垂れた。

　諫早昴のことも大事だが、相羽のことだって大事だ。

（これは……浮気……とか）

　違う違うと首を振りつつ、完全な否定も出来なかった。

　相羽と一緒にいるとき、昴のことが頭によぎる。

　でも舞台の時はもしかしたら相羽のことが頭によぎるのかもしれない。まるでふたりの男性を両天秤に掛ける性悪女にも思えてきて、夢は頭を掻きむしる。

　それからため息を深く吐くと、夢は明日の舞台の為にベッドに潜りこんだ。










（きゃああああああ！）

　諫早昴の殺陣を見て、夢は頭の中で悲鳴をあげていた。

　細身の長身から繰り出される華麗なる立ち回りと、豪快でもある剣のふりさばき。

　そして、舞台上で照明を浴びて煌めく彼はまさに自分だけの恋人――。

　戦闘シーンになって、相手をなぎ倒すシーンになると、もはや声を漏らしていた。

「はああ」

　うっとりと見入ってしまうと、舞台はあっという間に終わる。

　余韻に浸ると、今度は物販だ。

　先に手に入れていた物もあるが、念のためにもう一度見てまわる。

　席を立ち、ロビーに向かうと人がごった返していた。

　北京公演の為、日本人は数少なく、その多くが中国人だ。

　考えることは皆同じらしく、人混みに紛れて見落としている物はないか丁寧に見て回る。そしてへとへとになると、満足してカフェで一息ついてからホテルに真っ直ぐ帰ってきた。狭い部屋のベッドにごろんと寝転ぶ。二時間後には空港にいないといけない。

　今夜の便で日本に帰国。明日の朝には仕事に戻るのだ。

（相羽さんと三週間会ってないな）

　ふとよぎるのは、相羽とのことだった。

　舞台を見終えて時間が経って昴の熱が冷めてきたせいもあるが、電話とメッセージのやり取りだけで我慢してくれていることに、申し訳ない思いなのだ。

　寂しいとか、会いたいとか、そういう言葉を漏らすこともなく、風邪を引かないように仕事頑張ってと言うだけだ。大人な対応だと思いつつ、少し寂しい気もする。

　わがままなことだが、時には寂しいという思いをぶつけて欲しいような気もする。

（相羽さんってそういうこと口にするタイプじゃないよね）

　淡々としているわけではないが、まだお互いにキスもしていない仲なせいか、それなりに距離感を感じる。メッセージのやり取りひとつでも、自分の意見は控えている印象がある。

　手元にあるグッズを見つめて、舞台のことを思い出す。

　あの迫力あるシーンを作り出せるのは昴だけだし、北京公演では彼は中国語で挨拶をした。

　アドリブシーンもあったし、東京公演とは全然違う熱を感じたのだ。

　そう思うと、来て良かったと思う。

　グッズを弄ぶようにして持つと、せっかくの戦利品を大切にしなければと思い、スーツケースにそっとしまった。

　グッズひとつだって、この公演だけの特別なものが売られている。

　ペンライトだったり、文房具だったり。

　まだまだ諫早昴のことを追いかけていたい。

　しかし、スマホになぜか手が伸びている。

（悪いよね、ほったらかしなんて）

　すぐに切り上げて、飛行機に乗らないといけない。でも、相羽のことを思うと自然と胸が鳴る。スマホをタップして、相羽に電話した。

　出てくれるかわからないが、声が聞きたいという気持ちでいっぱいなのだ。

「もしもし、秋野さん？」

「あ、もしもし。お忙しいところすみません」

「いえ、どうかしました？」

「あ……あの……。今晩、会えないかなと思って」

　自分でも、おかしなことを言っていると思った。

　今自分がいるところは北京であり、日本に到着するのは夜。

　会えるとしても、時間は限られているし、スーツケースを持つ夢を見てどう思うか。

　不安よりも先に相羽に会いたいと思っていた。

「仕事がちょうど終わって、少しでも早く会えればと」

　夢が付け足すと、相羽は電話越しに苦笑していた。

「いいですよ。でも、どこにいるんですか？」

　なんでそんな質問をするのかと一瞬思った。

　ホテルの部屋の静けさとオフィスの静けさはそんなに違うものだろうか。

「あ、ええと。大阪なんですけど」

（北京、とは言えない）

　顔を引きつらせつつ、なんとかごまかそうとした。

　大阪まで出張している、ということにすれば問題ないだろう。

　都内のどこかで落ち合うことが出来れば、それで良いと思い、話を切り出そうとしたときだ。

「羽田まで迎えに行くよ。大阪から飛行機で帰ってくるといい。お金は俺が出すから」

「え……。いえ、だって仕事ですから」

「いや、疲れてるだろう。すぐにこっちに帰ってきて、休んだほうがいいよ」

「ありがとうございます」

　その言葉に甘えるしかなかった。

　飛行機代のことはチケットも自分で取ってあるので断るにしても、時間を合わせて迎えに来てくれるだけでどれだけ落ち着くだろう。

　うかうかしていられないと、慌ててスーツケースを整理しながら荷物を入れていく。

　忘れ物がないか確認すると、チェックアウトの手続きを済ませて急いで空港に向かった。

　そして、無事に飛行機に乗ることが出来ると、疲れてうとうとと眠ってしまう。

　ふわっと夢から覚めたときはもう羽田上空だった。

　頭の中は相羽のことでいっぱいになっている。

　三週間ぶりに会うこと、しかもかなり強引な約束であるのに、迎えに来てくれることも、夢の胸をときめかせている。

　滑走路に降り立つと、日本に帰ってきた実感が湧いた。

　同時に空港には相羽がいるのだと思うと、鼓動が早くなる。

　飛行機が停止し、乗客が飛行機から降りると思わず胸を押さえていた。

　ついさっき、諫早昴のことを思って舞台で感嘆の声をあげたというのに、そのことがもう抜け落ちたように、相羽のことを考えている。

　三週間ぶりに会うせいかもしれないし、強引な約束にも何も言わずに応じてくれたせいかも。

　期待を胸にロビーに出ると、そこには相羽がいた。

「秋野さん！　お疲れ様。大変だったね」

「いえ。大阪のたこ焼きとか串焼きとか美味しいもの沢山たべて、元気もらったというか」

　苦し紛れの嘘をついてしまったが、相羽の笑みに胸がきゅんとしてしまう。

　やさしく自分を見つめてくれる眼差しは夢だって求めていたものだ。

「まあ、これ以上仕事の話をしてもつまらないから、レストランでも行こうか」

「はい」

　こくりとうなずくと、そっと相羽と指が絡んだ。

　はっとして顔をあげるとにこりと微笑まれる。

「だめだった？」

「いえ。私こそ、三週間もほったらかしだし……。嬉しい……というか」

　心の中の整理が出来ず、うまく言葉が出ない。

　ほんの数時間前は昴が恋人だと思っていたのに、舞台上の彼は見ているだけで満足だと痛感してしまった。

　触れることも出来ない、名前を呼ばれることもない、ただ遠くから見て心が潤う。

　それが二・五次元俳優という存在であり、今までの『恋人』だ。

　でも、指先から伝わる温もりはとても心地よくて、隣に立つ相羽は触れるか触れない程度の距離を保ちつつ、傍にいてくれる。

　三週間もほったらかしたのに、開口一番怒られることもない。

「すみません、仕事が忙しくて」

「いいよ。俺も忙しいときは、スマホの電源切っちゃうから」

「えっ……」

　思わぬ言葉に目を丸めてしまう。急にほったらかしにされたらどうしたらいいだろうと、頭の中で考えると、自分の行動と矛盾していることに気が付き始める。

　でも、そんなことをされたら、寝る前の挨拶は誰に言えばいいのだろうか。

　忙しくなるタイミングなんてわからないし、せめて電源をオフにするタイミングくらいは教えて欲しい。

「あの、忙しくなるなら、教えてくれますか」

「もちろん。ちゃんと知らせるよ」

「電源切っちゃうんですね」

「そうだね。周りの情報邪魔だから」

　しれっと厳しいことを言われて、余計に辛くなる。

　夢の存在すら邪魔、ということらしい。当然といえば当然なのだが、夢は自分でも図々しいと思うほど、相羽から無視されることが怖くなっていた。

　悲しくなって視線を落とすと、相羽の握る手が強くなる。

「秋野さんは別だよ。ちゃんと言ってるだろ。忙しくなったら知らせるって。邪魔なんて思ってないし。元気に仕事してるかって、毎日生存確認してほしいな」

「そ、そうですか？」

「そうだね。だって、秋野さんも今ちょっと寂しそうな顔しただろ？」

「……そうなんですけど。でも、仕事は最優先だし、うちの会社としても、相羽さんにはしっかりしててほしいわけですから」

「まさか、プライベートと仕事の分別はつけるよ。時々、仕事に疲れていきなり会いに行くかもしれないけどね」

　相羽のくすぐったい言葉に頬が緩んでいく。

　今まで感じていた高揚感とは別の、包むような愛情に夢はすっかり相羽のことを好きになっていることに気が付いた。

　とりわけ恋愛経験が乏しいせいで、突き放されたら辛いとさっきの言葉で痛感する。

『周りの情報邪魔だから』なんて言葉が頭にリフレインしてしまい、思わず言葉を失っていると、相羽からそっと耳打ちされた。

「今日ってもう少し一緒にいてもいいかな？」

「あの……」

　現実と向き合わないといけないと思った。

　舞台の上の昴はこんな風に囁いてくれないし、自分を困らせもしない。

　ただ自分に素晴らしい演技を見せてくれる。綺麗な顔と鋭い目つきで相手を切りつけて、爽快感を自分に与えてくれる、偶像。

　彼はこの世に存在しているが、『諫早昴』は作られた俳優だ。

　もう自分は二十五歳になる。ここで相羽の申し出を断る理由はないはず。

「あの、相羽さんと一緒にいたいです」

　ぎゅっと手を握り返して、精一杯気持ちを伝えた。

　まだ会って二回目。

　でも、彼のことはなんとなく分かってきたし、悪いところも見つからない。

　隠していることもないと思うし、いつだって自分を思ってくれるのだって嬉しい。

　しかも極めつけは、ほったらかしたのに労いの言葉をくれたことだ。

「じゃあ、このまま夜、一緒でもいい？」

　あまりの恥ずかしさに夢は赤面した。

　よく言うのは三回目のデートまではエッチはなし、なんてことだけど、そもそもその話自体が昔話のように感じるのだ。周りの女子は、その日のうちにエッチしたとか、出会い系でいきなりしたとか、話だけならいくらでも聞いている。

　ただ、夢の場合は三回目のデートのハードルは正論じゃないかと思っていた。

　その時まで大切に扱ってくれるなら、身体を許してもいいとか、キスをしても問題ないとか、真剣に考えているタイプだったのだ。

　でも、相羽の場合は、その物差しが不要だと思える。

　こんなに振り回しても平然としているし、空港にも迎えに来てくれた。

　もちろん、それが手慣れていると言われればそうかもしれない。

　しかし、相羽の雰囲気は恋に手慣れたそれとは違って、本当に想いやってくれているような気がする。

「明日まで大丈夫です」

　自分でも恥ずかしいことを言ったと思った。

「ほんとに？」

　こくんとうなずくと、相羽はにこりと笑みを見せた。

「さみしかったな。三週間。我慢したからご褒美が欲しかったんだ」

「ご褒美……」

「そう」

　嬉しそうに言われると申し訳なさが倍増する。

　そして、駐車場に到着すると荷物を載せてもらい、助手席に乗り込んだ。

　エンジンがかかると、すぐに雰囲気の良い音楽がかかりだす。

　滑らかに走りだすと、駐車場を出て高速に乗った。相羽だって疲れているだろうに、ときどき夢を気にしてちらりと見つめてくる。

　その視線にどぎまぎしながら、微笑み返すとこの後のことが予想されて、思わず足をぎゅっと閉じて座ってしまう。

　初めてだと伝えるべきか、そんなことを悩んでいるうちに高速を降りてシティホテルに入っていく。疲れてぼんやりしてきた頭で辺りを見回すと、ビル群が見えたような気がした。

　駐車場で止まり降りると、相羽は夢の手を取り、すぐに指を絡ませてくる。

「行こうか」

　その甘えたような口調に胸が跳ねた。

　頷くだけしか出来ないでいると、そっと頭を撫でられる。

「お疲れ様。秋野さん」

　ひくっと緊張で身体を震わせて、上目で戸惑いの表情を見せる。

「お疲れ……さまです」

　恥ずかしさですぐに目を逸らすと、手を握られる。

「ご飯食べようか」

「あ……あの……」

「ん？」

　焦らされているような感覚を覚えて、どうしたらいいのかわからない。

　普通、この場合相羽の言うとおりにする方がいいのだろう。

　ご飯を食べて、満たされた状態で部屋に向かう。それが一番だと思うのだが、三週間ぶりに会って、頭を撫でられ、ソワソワして仕方ない。

　胸が苦しくて、早く二人きりになりたくてたまらなかった。相羽と会えなかった時間、夢は彼を忘れたわけじゃなく、頭の隅に置いていただけだ。

　昴さまが一番だと思おうとしても、ファンが恋に浮かれるなと思っていても、結局は忘れたくても忘れられなかった。相羽本人を前にして、甘えたくなっていた。

「部屋に……」

「おなか空かない？」

「それは、後でも」

　苦し紛れの言い訳をする。

　おなかが減ってないわけじゃない。節約弾丸北京旅行だ。

　食事を楽しむのがメインじゃないし、適当なものを食べて空腹を凌いでいた。

「何か食べよう。ね？」

「……はい」

　そう言われて、恥ずかしさで満ちてしまう。

　焦っているのがバレバレだし、性欲が旺盛な人だと勘違いされないか心配だ。

　恥ずかしさでいっぱいでうつむくと、そっと相羽は手を握ってくれる。積極的になったことをどう思っているか心配になるが、相羽は知らんぷりだ。

　レストランフロアへエレベーターで向かう。入り口で話をつけると、すぐに席に案内された。

　夜景の見えるお店でお酒の種類も豊富らしい。

　窓際に案内されて座ると、ひとまずほっとして用意されていた水を口に含んだ。

「軽く食べる程度でいい？」

「……はい」

「お酒は呑んだ方がいい？　それとも、呑まない方がいい？」

「えっと……」

（お酒を呑んだ方が、勢いに任せてという方法も取れるけど。相羽さんのこと、やっぱりちゃんと知りたい……。今日を大切にしないと）

　必死に頭を巡らせながら、その時の為の準備を精一杯整える。

　そもそも、エッチの前にお酒を呑むか呑まないかの選択肢があるなど、考えもしなかった。

「じゃあ、少しだけ呑みます」

「俺も一杯だけ」

　ふたりでメニューを広げつつ、サンドウィッチをふたつ頼み、オススメカクテルを頼むとすぐに手元にお酒が届く。

　空腹によくないと思いつつ、そっと口をつけると爽やかでおいしい。

「おいしいですね！」

「もう少し飲む？」

「いえ……」

　夢は迷いつつ、ぐだぐだに酔った自分を見せたくなくて我慢した。

　美味しいお酒は酔うまで飲んでしまうのだ。そんなことをしたら、今日という大事な日のことを忘れてしまう。相羽とのこの時間だって酒の力によって記憶のかなたに飛んでいってしまうのだ。

　サンドウィッチが運ばれてきて、相羽を気にしつつ頬張ると食欲に火がついたように食べてしまう。

「何も食べてなかった？」

「いえ、本当はちょっとお昼を抜いてて」

「それはよくないよ。何か食べないと」

　相羽は眦を下げて微笑んでくれる。

　昴と同じ切れ長の瞳だが、相羽は鋭い印象より優しさばかりが引き立つ。

　昴と似ているようなふわふわの黒髪だが、後ろに流して整えてあるせいか、清潔感がある印象が強い。

　二人とも素敵な人なのに、こんなに印象が違うなんてと思わずとろんとした目で見つめていた。

「どうかした？」

「いえ」

「そっちのカクテルはどんな味？」

　そう言って、おもむろにお酒をすっと呑まれてしまう。

　はっとしたが、ふわふわした心地に流されるように夢も言った。

「私も……いただけますか？」

「いいよ」

　そっとグラスを取ると、口に含んだ。

（私、恋してる……）

　思わずぐびぐびと呑んでしまいそうなのを堪えつつ、ちょびちょびと飲んでグラスを返す。

　気が付くと、お互いの皿の上は空いていて、カクテルもなくなっていた。

「行こうか」

　甘い低音が心地よく、夢はにこりと笑みを見せてうなずいた。

　もう緊張感よりも心地よさの方が増していて、相羽と一緒にいるだけでも満たされている。

　レストランを出て部屋に向かうと、胸は鳴るのだがそっと相羽の手を自ら握った。

　握り返されてほっとしつつ、エレベーターで部屋に向かう。

　エレベーターが止まり、客室フロアに到着すると心臓がさっきよりも鳴っていた。

　少し歩いて部屋の前で止まると、扉が開く。

　夜景が綺麗な部屋で思わず声をあげてしまい、手を振りほどいて窓にすり寄った。

「綺麗」

「うん。秋野さんもね。夢って呼んでもいい？」

　突然耳元で囁かれて、肩を竦めた。

　ふわりと抱きしめられていて、ようやく状況が掴めると、息が詰まるような思いになる。

「好きなように……呼んでください」

「好きなようにって、他にも好きにしていい？」

「ほか……にも……」

　妄想が搔き立てられて、思わず蜜で下着が濡れていく。

　まだキスだってしていないのに、お酒が媚薬代わりになって身体が反応するようだった。

　息をするのも精一杯なほどに一気に緊張してしまうと、もう一度囁かれる。

「夢のこと、好きだよ」

「わ、私も……好きです」

（もっとちゃんと言いたいのに……。うまく言えない……）

　こんな肝心な時なのに一年追いかけていた、そして数時間前まで心の恋人だった諫早昴が脳裏を掠める。

　この行為が彼への裏切りのように思えている自分がいるのだ。

（また、改めて公演に行きます。だから、今日は恋を優先させて）

　神様に縋るようにお願いしているうちに、口の中に指が入り込む。

「んんっ」

「指舐めてみて。キスの仕方教えてあげるから」

　言われるがままに、指先を必死に口内で舐めると彼の指が涎にまみれる。

　夢の舌の動きもはっきり分かるくらいに、彼の指先を舐めていた。

「まだ……？」

「もう少し丁寧に舐めてみて……。指に絡ませるみたいに。他にも、知らないことが多いって聞いてる」

「もしかして……。編集長から？」

「そう。初めてだろうから、優しくしてやれって」

（そういうこと他人に言うから、奥さん出ていく原因になるんでしょ！　反省してない！）

　脳内編集長に怒りをぶつけていると、おもむろにふりむかされる。

　そっと相羽が屈むとくちづけられた。

　初めて感じる温もりに戸惑いつつ、抵抗しないでいると舌先が侵入してくる。

「んっ……ふぁ……」

　口内を丁寧に舐められていくうちに思考停止状態になって、相羽のことで満たされていった。

　舌を絡めとられて、自然と息が荒くなってくる。
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「ふあぁ……あぁ」

　初めての感覚に思わず耐えきれずに口を閉じようとすると、強引に口づけられて息が苦しくなって喘いでしまう。

　思わず甘い声でもがくと、口づけが止んだ。

「とろけた顔してる。嫌じゃないかな」

「嫌じゃ……ないです」

　それどころか、身体が火照り蜜で下着を汚していくばかりだ。

　カクテルを呑んだせいか身体中がひりひりするような感覚になっている。

　初めてなのに、身体を鎮めて欲しいとばかりにうっとり見つめてしまう。

「おねだり？」

「い、いえ」

　そんなつもりはないのだが、このままほったらかしにはしないでほしい。

　すると、もう一度キスが始まりさっきよりも夢も受け入れることがうまくなってくる。

　舌を積極的に絡めてみたり、突いてみたりして感触を確かめた。

　じわじわした感覚に耐えきれず、足をもじもじさせる。

　感じたことのないじれったさに、思わずキスを中断してしまう。

「あの……キスばかりじゃ……」

「物足りなくなってきた？」

　相羽の満足そうな笑みに耐えきれず顔を逸らして言うと、そっと横抱きにされてベッドまで運ばれた。

　その時がくるのかと胸を鳴らせていると、そっと降ろされて覆いかぶさられる。

　男性と身体が密着するのは満員電車くらいで、好きな人とこんなに近づいたこともキスされることも初めてで、鼓動が耳まで響いてくる。

　恥ずかしさに満ちて頬を染め、思わず顔を隠してしまうと着ていたブラウスのボタンがひとつひとつ取られていく。

「だ、だめ」

「ここで終わり？　それでもいいよ」

「あ……いえ……」

「俺はキスだけでも、満足だから」

「あの……」

　隠していた顔を見せてじっと見つめた。

　そんなことをされたら身体がおかしくなりそうだった。

　さっきのキスで身体がじんじんと疼き、身体の中心が熱を持っている。

　疼いているところをどうにかして欲しいのに、うまく説明も出来ないし恥ずかしくてたまらない。自分の考えていることが卑猥で仕方なく、相羽に助けを求めるように見つめた。

「続きしたいだろ？　そういう顔してる」

「そんな……つもり……ではなくて」

　足をもじもじさせつつ、続きを強請るように上目で懇願するように見つめた。

　するとブラウスのボタンをすべて取られて下着がそっとはぎとられる。

　露わになった膨らみにそっと手が置かれた。

　そしてやわやわと揉まれると、甘い痺れが身体を包む。

「ふあぁ……やぁ……っ」

「でも、本当は気持ちいいんだろう？」

「ちが……やぁっ」

「じゃあ、やめちゃうよ？」

　それはもっと困ると言いたいが、言えずにもどかしい思いになっていると思わず熱っぽい眼差しで見つめていた。

「続けるよ。気持ちよくなるまで」

　そう言うと、今度は尖り始めた先端を丁寧に指先で扱き始める。

　ピンク色のそこはすぐにピンと尖り、触れられるだけで腰がひくんと跳ねた。

　蜜がとろとろに溢れだし、今にも逃げ出したいくらいの快感に襲われる。

「やあぁ……やぁあ……」

「泣きそう？」

「そうじゃなくて……。困ってて。相羽さん、このまま私が嫌だって言ったら、止めるだろうし、そうされるのは困るから」

「じゃあ、最後までしようか」

「だ、だめっ……。そんなことされたら、身体が変になりそうっ」

　身を捩って逃げるがすぐに前を向かされる。そして今度は膨らみに顔を埋められ、先端を丁寧に舐められたのだ。

「あっ！　やぁっ！」

「だめだよ。初めてなんだから」

「もう、やぁ。優しくない……。身体がさっきから変になってて、恥ずかしくて、意地悪」

　夢は顔を覆いながら恥ずかしさを隠そうと必死になった。

　さっきより身体中がひりひりして、言葉とは裏腹に切ない想いにさせられる。

「そうかな。ちゃんと反応してるし、そんなにいや？」

　困惑しつつ、顔を横に振った。

　このまま抵抗しても、相羽を困らせ続けるだけだ。

　観念しようと思っていると、スカートが捲られて下着を下ろされる。蜜が糸をつーっと引くので、夢は余計に羞恥でいっぱいになる。

　相羽に見られていなければいいと顔を逸らすが、胸が早鐘を打っていて思考停止状態だ。

　戸惑いつつもなんとか堪えていると、脚を静かに開かれた。

「なるべく見ないから」

「見ないとか、そういう理由じゃなくて」

　触れられるところすべてが変になるのだ。

　まるで熱に浮かされたように、頭の中は相羽のことでいっぱいで身体に触れられるところは切なく疼いていく。

　そろそろと秘丘を撫でられて思わず足を閉じた。

「や、やっぱり……恥ずかしくて」

「少し触れさせて」

　甘えたような声で言われて、静かにうなずいた。

　ぬちぬちと水音が立っていることに驚きつつ、蜜芽を摘ままれると腰が跳ねる。

　抵抗の言葉を言いつつ、快楽に抗うことが出来ずに淫靡な吐息を吐いて求めるように喘いでしまう。

　自分の身体が他人のものへと変えられていくように、快楽を覚えていく。

「やぁっ……もう……それ以上しないでっ」

「もう少しだよ」

「さっきからそればかり……っ」

　荒い息で悶えながら、相羽の長い指がぬちっと音を立てて蜜壺に入り込んだ。

　異物感に戸惑いつつ、腹の中で静かに蠢いている。

「あっ……あっ……なに……やぁ……」

「少しほぐさないと」

「指……なんて……」

　男性特有の太くて長い指を感じながら、めちゃくちゃに掻き混ぜられて腰を引いて逃げた。このままでは身体がどうにかなりそうなのだ。

　さっきからジンジンとしていた感覚が余計に強くなっている。

　すると、じわっと蜜口が開きもう一本指が増やされる。

「もう少し」

「だめっ……」

　息も出来ないような感覚になりつつ、内壁を擦られたりして思わずシーツを引いた。

　淫靡に喘ぐと途端に身体中が熱を帯びた。

　はあはあと吐息を漏らすと、自分で自分を煽るかのように官能に鋭敏に反応してしまう。

　指が引き抜かれると、ようやく安堵したがスカートがそろっと脱がされて裸にされてしまう。

　身体を隠す余力もなく、とろんとした目で相羽を見ているとスラックスをくつろげて、脱いでしまった。そして下着も脱がされ男根がそそり立っている様子を確認してしまう。

　赤黒いそれを見た瞬間、息が止まった気がした。

　見ないように顔を逸らすと、相羽はくすっと笑う。

「本当に初めてだね」

「ごめんなさい」

　思わず謝ると、パッケージを破く音がして装着するのだと分かった。

　覆いかぶさられて顔も見れずにいると、ゆっくりと腰を降ろされる。

　そして猛りが蜜口にあてがわれると、そっと隘路に入り始めた。

「あっぅ……」

　痛みとともに激しい熱を感じて身体が引き裂かれるような感覚に目を剥いた。

「大丈夫？」

「少し、痛くて」

「まだ途中だけど」

　そう言われたが、まだ全然入っていないような気がする。

　先端が蜜口を押し広げただけのような気がするし、充分入ったような気もするし、よくわからない。

　少しだけ男根が奥に入ると、また激しい痛みが身体中に走った。

　もう耐えきれないと思わず声を上げると、相羽は侵入するのをやめる。

「今日はこれくらい」

「でも……」

「このままでいてもいい？」

「だって……」

「どっちもいや？」

（そんなの決められない）

　初めてのことにじわじわした痛みを感じつつ、繋がる悦びを得ていたいような気がする。

　どっちもいやだと言って、今日はおしまいにしてそっと横で眠ることを考えた方が良いような気もする。

　繋がったまま悩んでいると、相羽は目を細めて微笑んだ。

「このままでもいい？　俺がそうしたいから」

「……じゃあ、今日はそれで」

「夢の中、気持ちいい」

「や、やだ！　相羽さん」

「俺しか知らないと思うと、ずっとこのままがいい」

　耳朶で囁かれて、身体を振るわせる。

　甘い声音に夢しか知らない、優しい眼差し。

　そして、初めてを捧げてしまった人だ。

　じんわり幸せを噛みしめていると、次第にうとうとしてしまい、心地よさに負けそうになる。

「相羽さん。好き。もう少し、こうしていて」

「いくらでも」

　そのまま眠ってしまうと、耳元で「好きだよ」と囁かれ、熱が引き抜かれた。

　しかし代わりにくっついて眠っている。

　相羽の体温を感じながら、夢は深い眠りに落ちていった。










「あっ……あの人、諫早昴に似てない？」

（やっぱり、似てるよね）

　分かる人には分かる、諫早昴という二・五次元俳優の存在。

　今日のように人が多い街に出ると、余計に彼がどこかにいてもおかしくないかも、と思う女子もいるんだろう。でも、残念ながら人違いだ。

　相羽は昴と違い、目つきこそ鋭いが柔和な笑みを零す、包容力のある男性。

　諫早昴のプライベートはあまり知らないが、彼が優しく微笑んでいる姿を想像出来ないのだ。

　デートももう五回目。付き合って三か月が経とうとしている。

　彼は夢のスケジュールに合わせて会ってくれて、詮索もしないし、頻繁にメッセージも送ってきてくれるし、じっと待っていてくれる。

　そんな相羽との心地よさを覚えつつ、申し訳なさもある。

　今日のデートだって、舞台を見終えた後になら会えると思い、マチネを終えてから会っているのだ。ソワレはチケットを取れなかったから、一緒にご飯でも、と。

「あの、突然ごめんなさい。予定ありましたよね？」

「いや、それなら別に気にすることないよ」

「でも……」

　相羽が暇な社長とは思えない。

　それに、こんな風に都合を付けてくれるのは最初だけだろう。

　そのうち振り回されて嫌だと言い出されそうで、自分の趣味のカミングアウトをすべきじゃないかと思い始めている。

　でも、それが本当に正しいことなのか、嫌われないかと不安になって、口をついて出ることはない。でも、舞台を最優先にして、恋人が二の次なんて、相羽に知られたら怒るだろう。

　少なくとも、夢がそうされたらいい気分ではないし、別れる原因にだってなりかねない。

　夢のことばかり優先にしているからこそ、悩むのだ。

　共通の趣味でもあれば別だが、生憎仕事以外に接点はないようだ。

　相羽は手を引いてさっさと歩いていき、大きなビルに入っていった。

　いつか行こうと言っていたプラネタリウムに連れて行きたいと提案してくれたのだ。

　ビルをエレベーターで昇ると入り口に到着する。

　そして、チケットを買い中に入ると相羽がそっと耳打ちしてくる。

「ペアシートでいい？」

「ペア？」

「寝そべって見れるんだ。くっついて見てもいいし」

　思わぬ提案に、頬が紅潮していく。

　てっきり、椅子に座り真面目な話を聞くのかと思っていた。

　座席を探すと、言われたとおりの丸い形のソファのようなペアシートがある。

　そこに足を投げ出しふたりで寝そべるのだ。

　恥ずかしい思いになりながら、そっとくつろぐと相羽がすぐに夢を抱き寄せてくる。

「ここが穴場ですよって」

「誰がそんなことを！」

　また編集長かと思うと相羽はくすっと笑う。

「社員のデザイナー。彼氏と行ってきたんだって。夢は恥ずかしがるだろうから、ぎりぎりまで言わないでおこうと思って」

「……この状況を平然としていられるほど、恋愛経験ないんです。まっ、待って」

「そうだよね」

　ぎゅっと腰を抱かれて身体が震える。

　このままセックスでもされそうで、プラネタリウムではなく妄想が膨らみそうになる。

　相羽は夢を隅々まで愛してくれていて、セックスのときも優しくリードしてくれた。

　それでいて、少し強引で翻弄されてしまう。

　胸がきゅっと切なく掴まれて戸惑っている間にプラネタリウムが始まる。

　星座の説明が始まり、見たこともない綺麗な星空が映されると額にキスが落とされた。

　思わず声を上げそうになる。そのままちらりと彼を見て頬を染めた。

　いたずらっぽい眼差しのまま、周りから見えないのを良いことに耳朶を甘噛みしてくる。

「……っ」

「みんなしてるんだって。この席、取るの大変なんだから。今日は編集長の伝手だよ」

「編集長のっ」

　どんな人脈だと驚きつつ、あの人ならここで如何わしいことをしそうだと想像できる。

　会社の人間に知られていると思うと悔しいが、心地よさには抗えない。

　甘い誘惑に負けそうな囁きのせいで、とろとろに蜜が溢れだした。

　足をもじもじさせ、プラネタリウムどころではなくなってしまう。説明している音が大きく、ペアシートは離れていて外からは中の様子は分からない。

　しかし、さすがにこんなところで続きが――ということはあり得ないことだろう。

　困惑していると、ゆっくりと相羽の顔が近づいてきてキスを落とされる。

　ただの触れるだけのキスかと思っていると、口内を舐るような濃密なそれに息がいやでも上がってしまう。

「ふあぁ……」

「声……聞こえると追い出されちゃう」

「ん……」

　夢は上目で甘えた声でおねだりしてしまう。この非現実的な状況が心地よくてたまらない。

　舌が丁寧に口内を舐っていると、今にもちゅっと音が立ちそうだし、淫猥な声だってあげてしまいそうだ。

　プラネタリウムを見に来た、という口実の元にこんな風にされるとは思わず、潤んだ瞳で必死にキスを受けていた。

　蜜が溢れて下着を汚していく。

　舌が歯列をなぞり、口が涎まみれになっていた。

「だめ……」

　耐えきれずに相羽を押し返した。

　こんなことをされ続けていたら、その先が欲しくなってしまう。

　プラネタリウムを見に来た人たちの横で、これだけでもいけないことなのに、相羽はなぜか自制心を失っているようにも思えた。

「ごめん。今日、夢が俺より優先してることがあったような気がしたから」

「え……」

　思わず、舞台に通っていることがバレたかと思った。

　一言も言っていないし、会社でも言っていない。

　今日の予定は仕事だと言ってあるから、仕事を優先したことを怒ったのだろうか。

「ごめんなさい。仕事が終わらないから」

「分かってる」

　言うなり、もう一度キスをされる。

　相羽がいつになく余裕がなくて、困惑した。

　今日、強引に誘いだしたことを怒っているのだろうか、それとも振り回されていることに怒っているのだろうか。戸惑いながら頭を巡らせつつ、考えはまとまらない。

「プラネタリウム……見ないと」

　なんとか押し返すと、相羽も観念したように隣に寝転んだ。

　しかし夢は落ち着かなくて、指先が触れただけでもひくっと身体を震わせてしまう。

　こんな強引なキスのされ方なんて初めてで星の説明なんてちっとも頭に入ってこない。

　ぼんやり星空や星座を眺めていると、手をぎゅっと握られる。

「今日、俺の部屋来る？」

　突然誘われて、夢は頷くしかない。

　怒っているのかと問いたいが、ちらりと表情を見れば落ち着いた顔を見せている。

　ただ、目が少し寂し気なような気もするのだ。

　やはりオタ活を優先しているせいなのかと、星空を見ながら悩んでしまう。

　そもそも、彼氏が出来たのに二・五次元俳優に入れあげているのは良い事なのだろうか。

　卒業して、彼氏一筋になって、大人の階段を昇り、身も心も捧げるべき――。

（そんなルールない！　ないけど、分からない。私は昴だって大事。この一年に費やしたこと、彼がくれた潤いを忘れたくない）

　とはいえ、現実は相羽を振り回してしまい、昴のことだけを考えていた毎日ではなく、相羽のことを考えて生活しているせいか、チケット争奪戦もそこまで積極的ではなくなっている。それでも相羽からみれば、充分必死な姿に映るだろうが。

　相羽に自分の趣味を言っても嫌われない保証があれば打ち明けるのだが、自信はない。

　プラネタリウムが終わってしまうと、明かりが点いた。

　抱き起されてそのままプラネタリウムを後にする。

　地下駐車場まで降りて行くと、胸が鳴りだした。

　今日は駅で待ち合わせてプラネタリウムを見て帰ると思っていたから、用意も何もしていない。化粧品だって簡単なものしか持ち合わせていないのに、お泊まりだ。

　車に乗り込むと、相羽はほっとしたような笑みを見せる。

「ご飯は家に着いたら俺が作るよ。それとも、何か食べに行く？」

「疲れてませんか？　どこか食べに行っても」

「いや、やっぱり俺が作ろう」

「はい」

　強引に話を進めてしまうので、夢は首を傾げたくなる。

　そのまま車は走りだして、少し郊外に出た。マンションが立ち並ぶ地域になると、車は地下駐車場に滑り込み、すぐに到着してしまう。

　車から降りると、彼が都内の中心部に近いところのマンションに住んでいることがわかり、驚きを隠せなかった。辺りを思わず見つめてしまう。

　ソワソワしていると、手を引かれてエレベーターに乗り込む。

　するとそのまま五階まで無言のままで、夢はやはり相羽の様子がおかしいと思い、声を掛けた。

「あの、今日はどうかしましたか？」

「いや、疲れてるんだ」

「じゃあ、料理は私が」

「いいよ、俺が」

　エレベーターが止まり、フロアに降りると相羽が少し不機嫌そうな表情を見せたような気がした。

　プラネタリウムだって見たし、部屋にだって来た。

　距離は縮まるばかりだと思うのだが、何かしてしまったかと夢は考えを巡らせる。

　部屋について鍵を開けると、マンションは少し冷えていて相羽が先に入りエアコンのスイッチを入れた。

　夢も後に続いて部屋に入ると、すぐに抱きしめられる。

「夢、俺のこと好きだよな？」

「そうですよ、当たり前じゃないですか」

　ちらりと昴のことがよぎり、オタ活に専念していることに罪悪感が湧いてくる。

「俺以外に好きなやつはいないね？」

「ええ」

　そう言いつつ、昼間に諫早昴の舞台で散々胸をときめかせていた。

　それは恋とは少し違うが、相羽以外の男のことを考えていたことには違いない。

　しかも、相羽と諫早昴はどこか似ている。

　そのせいで、余計に相羽にも諫早昴にも胸を鳴らすことが増えていた。

　もちろん、好きなのは相羽だ。

　間違いないのだが、諫早昴は大事な大事な心の潤い。

　恋愛という同じ天秤に掛けてはいけないのだ。

「私、相羽さんが好き」

「心から？」

「どうしたの？」

「いや……。心から好きなら、俺のこともっとちゃんと見てほしいなって」

「ちゃんと見てる」

　これは言い訳かと思いつつ、相羽に本当のことを言えなかった。

　観劇が生き甲斐になっていること。

　諫早昴という二・五次元俳優が心の潤いで世界のどこまでも追いかけていけるほどのファンだということ。彼の為ならお昼ご飯をケチることくらいは朝飯前だということも。

　今日だって、落ちていたタバコをゴミ箱に捨てるという善行を思わずしてしまった。

　でも、それらすべてを打ち明けたら、相羽はなんて思うだろう。

　少なくとも素晴らしい趣味だね、応援する、なんて言わないだろう。

　編集長から紹介された時、夢は気が利いて、周りが嫌がることもする女性だと言って、さも素敵な女性だと言わんばかりだった。

　それだって、諫早昴を見るため。徳を積めればと思ったからだ。

　このことを知って、恋人である相羽が夢を受け入れるだろうか。

　まだ付き合って三か月しか経っていないのに、出会った当初の不純な理由なんて言えるわけがない。

「夢の恥ずかしいところを見たい」

「えっ」

「俺のこと好きなんだよね？」

（こんなこと、言わない人だよね。いつも、穏やかに笑ってて）

　困っていると、綺麗に使われている黒を基調にしたキッチンまで手を引かれた。

　足をもつれさせるように付いていくと、シンクを背にして強引にキスをされ、蜜が溢れだした。卑猥な状況に頭がくらくらする。

「んっ……ふぁ……」

「そんな声出して、プラネタリウムの時から欲しかっただろ」

「だって……あんなところで」

「欲しいなら、どこでも欲しいって言ってもいいんだよ」

（相羽さん、やっぱり変……。いつもベッドの上なのに、どこでも？）

「ベッドの上なら、誰でも出来るだろ」

「でも……ふぁ……相羽さ……ん」

　口内を舐られ続けているうちに頭が真っ白に蕩けていく。

　さっきプラネタリウムで一度濃密なキスをしたせいで、少し触れられるだけでもジンジンと腹の奥が響いてくるように切なく疼いている。

　するとシャツ越しに先端をいじられた。

「あっ！」

　少しいつもより力が強いと思いつつ、反対の手はぷちぷちとブラウスを脱がしていく。

　すぐにブラが見えてしまうと後ろに手を回されてホックを取られた。

　上半身裸にされると、たわわな胸を両手で覆われる。

　揉みしだかれているうちに夢も恍惚の表情を浮かべてしまう。

「相羽さ……ん。今日……どうしたの？」

「……なにが？」

「こんなこと、したことないから」

　身を捩りながら逃げようとしてしまうと、強引に片足を持ち上げられて肩に乗せられる。

　かなり無理な姿勢にさせられると相羽は言う。

「恥ずかしいことしたいって言っただろ。夢はいつも綺麗なことしか見ないから」

「綺麗……？」

　そうだったろうかと首を捻る。

　相羽の前で痴態を晒しているし、イクということも経験した。

　恥ずかしげもなく声を荒げて喘いだことも何度もあるし、さっきのプラネタリウムでだって、物欲しげに身体から蜜が溢れていた。

　相羽の前だと心も身体も素直に反応するし、言葉だって偽りはない。

　それに、綺麗なものが好きだと言った記憶もないのだが。

「やっぱり……今日変よ」

　なんとか反対の足でバランスを取って片足立ちになるものの、身長差のせいで崩れ落ちそうになる。すると、相羽はそのまま両足を持ち上げて肩にかけてしまった。

「ひあ」

「あんまり動かないように」

　そう言いながら、胸を丁寧に揉み始めるので身体が戦慄いて震えてしまう。

　逃げようとしても逃げられずに、蜜を溢れさせて足を汚すほどになっていく。

　先端を摘ままれて捏ねられると、思わず仰け反る。

「やぁっ！」

「綺麗な色に染まってる」

「この恰好……はずかし……」

　スカートが捲れあがり下着が見えているし、無理な姿勢で抱えられてキッチンでしているということで煽られて、家の小さなシンクを見る度に思い出すことになりそうだ。

　相羽の長い指がそっと下着越しに蜜芽を摘まんでくる。

「あっあぁっ！」

「敏感なところがぐちょぐちょだ。こんなことされて悦ぶ夢も好きだよ」

「相羽さん、いつもと違う……」

　涙目になりそうになりつつ、いつもと違う言葉を言う彼に興奮もしていた。

　意地悪な言葉を言う相羽にどくどくと胸が鳴っているし、言う度に目が細くなって昴にも似ている気がする。

　こんな時に昴を思い出すなんて最低だと思いつつ、絶対にあり得ないシチュエーションに悶えてしまう。

（頭、おかしくなりそう。目の前にいるのは相羽さんなのに。昴のこと考えて）

　怒るのは当たり前だと思っていると、内股を摩られて身体が跳ねた。

　そのまま下着越しに蜜芽を圧し潰されて、耐えきれない快楽から涙が溢れそうになる。

　蜜がじゅっと下着を汚していくと、今度は指先が秘丘を往復した。

「やっ……あぁ……ぁあ……」

　力が抜けていき、足に力が入らなくなっていく。

　自力では態勢を整えていられない。

　足ががくがくと震えだすと下着が途中まで脱がされてはしたない恰好になる。

　露わになると、今度は蜜壺に指がいきなり二本突き入れられた。

「あっあぁ！」

　じゅぷじゅぷと音を立てられて掻き混ぜられると、何も考えられなくなっていく。

　とろんとした目で見つめていると相羽はそっと足を降ろした。

　やっと自由になるのかと思っていると、後ろを向かされる。

　そしてシンクに手をつかされると、腰を突き出す格好にさせられた。

　スカートを捲られて丸見えの状態にされると、指を三本に増やされてもう一度突き入れられる。

　隘路が強引にこじ開けられていく感じがして、思わず後ろを振り向いた。

　激しい水音がキッチンに響いている。

「指三本はきつい？」

　相羽は楽しむように言うので、夢は小さく頷いた。

「でも、膣なかでひくひくして喜んでるし、蜜もたっぷりだし」

「相羽さ……」

「俺の名前は奏そうだよ。もう呼んでくれてもいいよね？」

「……奏」

　うわ言のように呟くが相羽がいたずらに膣壁をいじるので何も考えられなくなる。

　抜き差しされて、一気に頂きを昇りつめてしまうと、身体が震えて立っているのも辛くなる。

「あっあっ！」

　頭の中が真っ白になり、果ててしまった。

　がっくりとシンクにもたれるが相羽の指が抜かれることはない。

　そのまま膣内で蠢いていて、まるで夢の身体をいたぶるようでもある。

「奏……？」

「まだ欲しくないだろ？」

「いや……奏がいい」

　初めておねだりしたことに恥ずかしさを覚えつつ、焦れた思いと恥ずかしさに耐えきれなくなっている。

　相羽からの強引な行為に甘い声をあげているなんて、考えるだけでもまた官能が呼び覚まされそうだ。

　指が引き抜かれると、夢はぐったりしてしまう。

　しかしすぐにスラックスがくつろげられて、男根が蜜口にあたる。

「欲しい？」

　言葉に出来ずに頷いた。

「俺が少し怒ってるの、やっぱり気が付いたよね」

「やっぱり怒ってるの？」

　夢の言葉を掻き消すように、激しく抜き差しが始まる。

「ごめん。キッチンなんかにゴムなんておいてないから、今日はそのままでいいよね」

「えっ……」

「まずい日なら、このまま抜くから」

「大丈夫……、でも……ちゃんとして？」

「分かってるよ」

（いつもそういうところも抜かりなかったのに）

　困惑している中、抜き差しされて最奥を突かれる。

　今まで感じていた熱よりさらに脈打つさまを感じたりして、身体がひくついた。

　そのまま思い切り貫かれていると、次第に夢も何も考えられなくなってくる。

　子宮を揺さぶるような激しい抜き差しに、頭を蕩けさせていくと、何も考えられなくなって自らも腰を揺さぶっていた。

「あっあっ！　奏っ」

「このまま……。俺だけの夢にしたい」

　その呟きの刹那、腹の奥に熱が放たれた。

　初めてのことに驚きつつ、相羽の予想外の行動にも困惑する。

　精が足を伝い落ち、夢も息を整えながら相羽の方をちらりと見る。

　相羽は息を乱れさせて、まだ夢と繋がっていた。

　キッチンが熱を帯びていて、精の香りがして一気に卑猥な感じがしてくる。

「ごめん」

　相羽の呟きが聞き取れず、夢は思わず呟いた。

「どうしたの？」

「なんでもない」

「私、何かしてるなら謝る」

　猛りがようやく引き抜かれると相羽に後ろから抱きしめられる。

　息を荒くしながら、頬を擦り付けてきて、甘えた子供のようだ。

「なにもしてないよ。夢はそのままでいいんだ。俺が悪い」

「え……？」

　相羽の呟きに合点のいくことがなく、夢はそっと頭を撫でる。

　背中には相羽の心地よい温もりを感じて、繋がっていたときより安心できる。

　まるで別人のように獰猛に感じた彼はなんだったのだろう。

「俺、ちゃんと、責任取るから。ごめん、強引なこと」

「ううん」

　夢はそう言うしか出来なかった。

　今の彼がどういう状況なのか整理出来ないし、今まで見てきた相羽は上辺だけかもしれない。

　いつもにこやかで、わがままも聞いてくれて、デートのドタキャンだって予定変更だって怒ることはない。ただ、いつも傍にいて夢といるだけでも幸せそうにしてくれていた。

　でも、本当にそれで満足していたのかという疑問もある。

　こんなに都合よく対応してくれる人なんているわけがないと、どこかで思っていた。

　だけど公演は待ってくれないし、昴を見に行かないという選択肢はない。

　今日その答えが出たような気がする。

　相羽にも、こういう獰猛な面があったのだ。

　ごめんと謝る彼の頭を撫でながら、夢は相羽の名前を呼んだ。

「奏。もう一度して？」

「夢？」

「私が好きなのは、奏だけだから」

　昴のことは頭の隅に追いやっているし、彼は舞台から降りてくるわけじゃない。

　触れ合って言葉を交わして、苦しい思いをしたり楽しい思いになれるのは、相羽だけだ。

「もう誤解させないようにするから」

　夢は優しく言うと、頭に浮かぶ公演予定もその時は考えなかった。

　ただ、相羽のことだけを考えて彼の気持ちが収まるのを待った。

　でもそれでは一時的なものだし、やはり打ち明けた方がいいのだろう。

　そっと向き直り頭の中で諫早昴の説明について考えていた。

　すると自分があられもない恰好でいることに気が付いて慌てて手で覆った。

「お風呂一緒に入ろうか」

　相羽からの提案に静かに応じて、廊下を歩いて浴室に向かった。

　脱がし掛けの服を脱がされると裸にされて、改めて見つめられると恥ずかしさに満ちていく。

「今日、何食べたい？」

　相羽の甘えた言い方に夢はどぎまぎした。素肌を晒しているから余計だ。

「こ、こんなところで訊かなくても」

「夢が恥ずかしがるのも見てみたいから」

「もう謝ったじゃない。恥ずかしいことしないで」

「でも、続きはしたいから」

　手を引かれて浴室に入ると、夢は浴室の壁に手を突かされて、身体の隅々までキスをされてしまった。

















第三話












（諫早昴、ドラマデビュー！）

　そこが社内だったせいで心の中で叫んだ。

　あの日以来、相羽とは濃密な繋がりになっているし、最近では一泊旅行までしていた。

　舞台の隙間、仕事をやり終えてのこと。かなりの過密スケジュールの中、チケット争奪戦に勝てない日々を過ごしていた。そんな状況だったので、昴のデビューは吉報だ。

　ただ、相羽から強引に抱かれたときに言われた約束を、守れていないような気もするのだ。

　こうして昴のことを喜ぶたびに、相羽には後ろめたさを感じる。

　だが、ドラマデビューにまつわることを逃していいものだろうか。

　もしかしたら、舞台の予定も新しく組まれているかもしれないとホームページを確認すると、新たな舞台が始まると予告してあった。

　まずはチケット争奪に勝ち抜かないといけないが、ドラマだってリアルタイムで見たい。

　となると、毎週金曜の夜十時のドラマだそうだから、夜八時には仕事を終えて帰宅しないといけない。

　頭の中のスケジュール帳がどんどん埋め尽くされていく。

　とりわけ、ドラマのリアルタイム視聴は毎週あるので外せない。けれど週末ということもあり、その前の水曜日、木曜日あたりから仕事を調節しないといけなくなる。

　舞台のチケットが取れた場合は、平日だろうが有給を使い観劇に向かう。

　校了前だろうが、なんとしても行くしかない。

　問題は軍資金だが、突然のことで貯金を切り崩さないといけないだろう。

　昼ご飯はお弁当だが、夜ごはんもなんとか節約出来ないか考えないといけない。

　唸りながら考えていると、仕事を忘れそうになる。

　今日は午後から会議があって、ぼんやりしていられないのだ。配られた資料を手にして肩を落とす。新刊に向けての売り上げのことはまだ定例なのだが、作家のツイッター発言についてどのように対処すべきかが、長引きそうで嫌な話題だ。

　以前からちくちくと会議に出されているが結論がなかなか出ない話題で、次回繰り越しということで毎回持ち出される。

（好きにして、と言いたいけど。何かあってもいけないし。現状、わたしたちはツイッターを追うことくらいしか出来ないのよね）

　夢は肩を落としつつ長引くであろう会議に胃が痛みだす。

　各部署の編集長はもとより編集局長、社長、副社長と集まり、編集者は夢がいつも出ていた。

　この会議が終わらないと、仕事がすべて水曜日に流れ込んでしまう。

　ちらりと時計をみれば、午後十二時を過ぎていた。

　ぼんやりしていたら会議に遅れてしまう。

　トイレに向かおうと席を立ったとき、夢ははっとした。

（奏……のことどうしよう）

　何もかも順調にいけば、一か月は会えない。

　週末の金曜日はもちろん、水曜日、木曜日の残業も避けられない。

　土日は観劇、月曜日と火曜日に観劇のスケジュールが入る可能性もあるし、チケット争奪戦に漏れても、グッズを買いに行くかもしれない。ＤＶＤで改めて舞台を見直して復習もしておきたい。

　つまり、相羽と会う暇がない。

　一か月も会わないとなると、その前にいくら濃密な時間を過ごしても不審過ぎる。

　言い訳を考えようと立ち尽くすが、トイレも昼食も待ってくれないと慌ててトイレに向かった。

　戻ってくると、慌てて弁当を取り出してふたを開ける。

　残りものだが、いそいそ突いて口に押し込んだ。

　奏のことをほったらかしても大丈夫なのだろうか。

　モヤモヤ考えて、なんとか会う時間を取れないかと予定を考える。

　実際にスケジュール帳を開いて考えるが、オタ活をバラさない限りゆったりと会えない。

　せっかく相羽と会うなら、ご飯を食べてたっぷりと抱き合いたい。

　相羽のことを優先するなら、諫早昴のことを諦めないといけない。

（無理！）

　頭を掻きむしりながら悶えると、食べていたハンバーグを喉に詰まらせそうになる。

「んんんっ！」

　前途多難、その文字が脳裏によぎるが諫早昴が世の中に知れ渡る瞬間なのだ。

　新しい舞台のお披露目も、きっとタイミングを合わせてきたのだろう。

　このタイミングに生まれてきたことを心から祝いたい。

　でも、最愛の人に打ち明ける勇気はない。

　そもそも、なんと説明すればいいだろう。

　この悩みに何十回と頭を悩ませている。

『自分は舞台俳優が好きだから、追いかけている、一緒に行く？』

　それとなく舞台を見せる方法も思いついたが、見た瞬間に劇団四季やどこかの有名俳優を抱えている劇団とは違うと分かるだろう。

　二・五次元俳優の演じるものは、もともとはアニメを舞台化したものも多いし、いかに再現するか、二次元に近いかというのだって惹きつけられる点だ。

　諫早昴がその点で抜きん出ているのが殺陣であり、世間でも有名なゲームを舞台化して、ロングランヒットして主役だ。

　もちろん、相羽が受け入れないと決めつけるわけでもない。

　ただ、否定されたらたまらない。

　夢はぼんやりしながら、一か月会えない理由を考え続けて、結局、仕事で忙しいという結論を出した。

　一人辞めて忙しくなったと苦し紛れの嘘をつくしかない。

　スマホを取り出して、これから一か月会えないことを伝える。

　すると返事が返ってきた。

『そんなに忙しいなら仕方ないよ』

『ごめんなさい』

『でも、俺のこと忘れないでね』

『忘れないですよ！　毎日メッセージ送りますから』

『メッセージが来ると会いたくなるな』

『じゃあ、送らないほうがいいですか』

『いや、そういう意味じゃないけど。無理なことお願いして、夢を困らせたくなる』

『無理なこと？』

『寝る前にキス顔見せてとか』

『できません！』

　からかうんだから、と思いつつ、相羽は一か月会えないことを怒ることなく受け入れてくれた。

　申し訳なさから夢は思わず言っていた。

『電話、少しでもしますから』

『ありがとう。じゃあ、待ってる』

　メッセージが途切れると、夢は心地よさと罪悪感に苛まれた。

　そして無謀にも電話をすると決めてしまったことも、自身の首を絞めるようで心配だ。

　自分のタイミングで電話を掛ければいいのだが、もしも観劇中や物販を見ているときに相羽からかかってきたら、出ることが出来ない。

　不審に思われることを増やすだけだ。

　気を遣ったせいで、こじれることがないといいのだが。

　そんなことを考えているうちに、気の重い会議の開始時刻が迫っていた。










『推しの為に帰ります！』とはいえない金曜の夕方。

　水曜日、木曜日とコツコツ仕事を終わらせていたお陰で夜の七時には帰宅できそうだった。急ぎのメールもないようだし、さっさと帰らないと延々と仕事をするはめになる。

　時間をチラ見してから、そそくさとバッグに荷物を仕舞い、パソコンの電源を落とした。

「もう帰り？」

　編集長がデスクの向こうで訊いてくる。

　結局、相羽と接点があるせいでうかうかすると、編集長を通じてバレてしまう。

「すみません、用事があるので帰ります」

「嘘つくなよ～。相羽さんとデートでしょ？　全く、花金だもん。ふたりで朝までがんばっちゃいなよっ」

「お疲れ様でした！」

　セクハラ発言を華麗にスルーしてバッグを翻してフロアを後にした。

「お疲れちゃーん」

　背中にのんびりした声を聞きながら、悟られないように急ぎ歩きだす。

　今日はドラマの初日。諫早昴が世の中に知れ渡る記念すべき日なのだ。

　何者にも邪魔されないように、一目散に地下鉄に乗って彼の演目でも一番好きな曲を聞きながら帰る。

　そして、アパートに帰り着くころにはすっかり気分は出来上がっていた。

　着替えてスウェット姿になると、お湯を沸かし、カップヌードルをセット。

　夜十時までにご飯とお風呂を済ませないといけないので、急がないといけない。

　さっさと食事を済ませて、シャワーで済ますとテレビの前に待機した。

　そして、ドラマが始まるとオープニング画面で諫早昴がちらりと現れた。

「きゃあああ！」

　思わず声を上げると、惜しみなく拍手してしまう。

　録画されているか確認すると、しっかりとレコーダーは赤く光り動いている。

　ドラマは恋愛もので有名女優との共演だ。

　もちろん、俳優だって名脇役から主役級まで揃っている。

　目を離すことなく、瞬きすら惜しんで見ているとスマホが振動した。

　こんな時に誰だと思いつつ、そっと確認すると相羽だ。

（うそ……こんなときに）

　電話は待っていてくれると思った。

　まだ二週間会えてないだけで、向こうから掛かってきてしまったことに困惑した。

　しかも、ちらりとテレビを見れば昴が女優を抱きしめている。

　普段は見ないシーンに目を奪われ、相羽からの電話に出られないほどくぎ付けになってしまう。昴は女優とキスを交わし、告白していた。

　画面の向こうのことだが、とても切ない想いにさせられる。

　昴は女性を相手にしないとか、キスなんて鬱陶しいとか、そんなことを言うと思い込んでいた。でも、画面の向こうの彼は甘い言葉を思い切り言う、優しい人になっている。

　そんな昴にくぎ付けにならないわけがない。

「電話っ」

　いけないと思ったときには遅く、切れていた。

「かけ直さないと」

　そう思っても、『相羽のことはドラマが終わった後』と別の悪魔の自分が囁く。

　相羽は待っていてくれるから安心だとその悪魔はさらに囁くのだ。

「このドラマが終わるまで起きてるよね」

　そう思い、スマホを握り締めたままドラマを見つめた。

　昴の演技は舞台とは少し違う。

　そんなところが余計に引きつけられる。にこりと微笑むと相羽とどこか似ているような気もする。昴が優しく笑ったところなんて見たことがないから、胸がきゅんと鷲掴みにされた。

　ドラマが終わると余韻に浸りたい思いを断ち切って、相羽に電話を急いで掛けた。

　しかし、すぐに留守電に切り替わる。

　時計を見れば、夜中の十一時だ。

　仕事かもしれないし、寝たのかもしれない。

　相羽の生活を把握してないせいもあるが、彼があまり日頃のことを口にしないことに今さら気が付いた。

　もう一度掛けてみるが、応答はなかった。

　諦めて寝ることにするが、土曜の明日は昼から舞台がある。

　朝から支度して出かけないといけない。

　ベッドに潜りこむと罪悪感で満ちていた。

　諫早昴のことで頭をいっぱいにしていると、相羽のことがおざなりになる。

　しかも、この生活が一か月だ。

　本当にそれでいいのかと疑問がよぎる。

（相羽さんに嫌われたくない。でも、昴のことも応援しないと私の生命が維持できない）

　苦しくなってしまい、ぎゅっと目を瞑った。

　相羽はリアルの本当の恋人。

　昴は心の潤い。生きる為に必要なもの。

　以前から自分の中で答えは出ているのに、同じ天秤にかけてしまう。

　なかなか寝付けないと思いつつ、明日の舞台の為に強引に目を瞑った。










　そして、夢は週末、平日の公演を無事に何回か見ることが出来て、心から満ち足りていた。もう相羽の電話があった日から三週間が経とうとしていた。

　相羽からあれきり連絡はない。

　嫌われたのかもしれないとまめにメッセージは送っているが、返事は短いものだ。

『今は忙しいんだ』

　という内容から察して、夢もメッセージや電話を控えている。

　それに、今回のように地方公演がある前日などは電話などしていられない。

　今回は大阪公演なのだが、日帰りで行けるとふんでいるため、バッグひとつで向かうつもりだ。

　帰ってきたら残りの仕事をして、月曜日は清々しく出社。

　またみっちり働いて、それからまた一週間後の月曜日も有給を使い、再度、大阪公演を見に行く。その日もとんぼ返りだ。

　出来るだけ身軽にしないと疲れてしまうが、チケットを忘れたら大変だし、メイク道具や鏡なども忘れたらいけない。

　それなりに物が入るショルダーバッグで出かける。

　履きなれたスニーカーとロングスカート、ニットで出かけて、髪の毛はひとつにまとめて、見た目も綺麗にしないと昴に申し訳ない。

　明日、すべてを完璧に済ませてから行くので、今日はバッグの中の点検だけ終わらせると、パックを入念に行い、爪はすべてマニキュアを施し、唇もぷるぷるになるようにスクラブで仕上げた。

　鏡を見て、ぬかりはないかと確認すると眉毛が少し伸びている。

　ハサミで丁寧に切り揃えているときだ。

　スマホが振動した。

　見れば、相羽からだ。

　すぐに取り、久しぶりの甘い声音に胸を鳴らす。

「こんばんは、起きてた？」

「こんばんは。ごめんなさい、色々と返事出来てなくて」

「それはこっちだって同じだよ。忙しいからね」

「新しい装丁のお仕事ですか？」

「まあ、そんな感じかな。サプライズが詰め込んであるものを考えていてね」

　相羽は嬉しそうに言うので、夢は首を傾げた。

「サプライズ？」

「そう。夢もない？　そういう仕事。相手を驚かせるような、びっくりする仕事」

「ないですね……。でも、お話の中では作家さんが色々と仕掛けを考えているので驚かされますが」

「そう？　たとえばどんなこと？」

「うーん。推理小説だとトリックが緻密に練られていたりとか、人間関係が複雑に絡んでいたりとか。驚かされますよね」

「人間関係が複雑ね」

「意外な人が犯人とか」

「犯人が最後まで分からないと、読み手は引き込まれるからね。確かに最後に明かされる時はサプライズだ」

「そんな感じでしょうか」

　夢は思いつく限り言ってみた。日常にサプライズがあることはないし、諫早昴の公演もサプライズ、というほどのこととなるとまた別だ。

　毎回違うことへの有難さ、というべきか。その時間を共有出来たことへの感謝であって、驚きとは少し違う。

「まあ、とにかく、今その仕事が忙しくてね」

　夢はスマホを握りながら、うなずいた。

　久しぶりの会話は心地よく、頭の中にあった昴のことが突然消えてしまうほどだった。

　彼のことで頭がいっぱいだったのに、今はもう、相羽のことしか考えられない。

　彼を一か月ほったらかしている自分は一日一善に反しているかもしれないと思ったが、この鬼スケジュールの後には、必ず相羽との時間をたっぷりとろうと決めている。

「相羽さん、しばらく会えなくてごめんなさい」

「いいよ、忙しいのはお互いさまだろ」

「でも……私は……」

　言ってしまおうかと一瞬悩んだ。

　日帰りで向かう大阪弾丸旅行が二回も立て続けにあるのだ。

　伝えてしまえば、ふたりで旅行することに変更できる。

　もちろん、仕事の埋め合わせをしないといけないが、今の状況なら問題ない。

　かなり前倒しで進めていて、周りに迷惑がかかっていることはない。

　その代わりに睡眠不足だし、慢性的に疲労が蓄積されているような状態ではあるが。

　だから、この大阪弾丸旅行が一番こたえるのだ。

　それに無茶な予定のせいで、その間、相羽との連絡が取れなくなる可能性が高い。

「あの……相羽さんって舞台とか好きですか？」

　思わず口から出ると相羽は言った。

「ううん。あんまり見ないな。チケットを貰わない限りね」

「そうですか。嫌いですか？」

「嫌い……、ではないけど。ミュージカルはあまり得意じゃないかな」

　そう言われて、思わず息を呑んだ。

　昴の舞台はミュージカル仕立てのものもあるし、相羽の口ぶりだと誰かからチケットを貰わない限りは行かない。

　自分でお金を払ってまで行くものじゃないと思っているのだ。

　夢とは考えが違うし、入れ込んでいる自分とは話が違うと思って口を思わず閉ざす。

「今度、チケット貰えたら相羽さんとふたりで観劇でも」

「ぜひ。夢はプライベート何してるか教えてくれないから」

　言われて、はっとする。

　オタ活のことを知られてはいけないと思い、必死に私生活は隠していたのだ。

　友達とランチや買い物に行くという無難な日々を過ごしている、ということを盾にして、はぐらかしている。

「ああ、友達も結婚したりしていくし、そんなに会わないから言うことでもなくて」

「そうなのか？　プライベートも充実させるタイプかと思ってた。編集長が仕事をさっさと切り上げるって言ってたから」

「あ、ああ。まあ。そういう日はすぐに寝ます」

　生きた心地がしなくなってくる。

　そういう日は観劇にまっしぐらなのだ。

　きっと相羽も夢のことを詮索し始めたのだろう。

　そろそろ、相羽には自分の趣味を打ち明ける時期なのかもしれない。

　でも、なんて言えば理解されるのだろう。

　一年間ずっと追いかけていた俳優がいることに嫌悪感を示さないだろうか。

　この会話だって、ボロが出たらまずいような気がする。

　早く切り上げた方が良い気がするが、明日から弾丸旅行の始まりであり、相羽と話す時間すらなくなってくる。

「もう少し話しててもいいかな」

「あの……」

「嘘だよ。突然掛けて悪かった。じゃあ、俺も仕事に戻るよ。仕事を家に持ち帰ってるんでね」

「そうなんですか。お疲れ様です」

「じゃあ、おやすみなさい」

「おやすみなさい」

　そう言って電話を切ると罪悪感で満ちてくる。

　明日のためにすぐに寝ないといけないのだが、相羽の声を聞いて急に会いたくなってしまった。

　しかも、後ろめたさも感じてしまうし、昴のことで満たされて眠るという状況じゃない。

　時計を見れば、もう寝ないと明日の朝一の新幹線に間に合わない。

　落ち込みつつベッドに潜り込むと、夢は強引に目を閉じた。

　相羽はきっと会えない時も待っていてくれるし、そのうちに話しても理解してくれる。

　そう信じて、念じているうちに眠りに落ちていった。

　そして翌朝、早く起きて入念にメイクを済ませると、バッグを持って駅に向かう。

　品川駅まで向かうと、早朝に利用するサラリーマンに混じり、夢は到着していた新幹線の席を探した。

　席に着くと、静かに音楽を聴きながら眠りに落ちて到着を待つ。

　スマホの電源は今からオフで、公演に向けて気持ちを高ぶらせていった。

　大阪に到着すると、すぐに降りて一目散に劇場に向かう。何度も来ているので迷うことなく足を向けると、マチネの公演に並ぶ列が見えてほっとした。

　そこに並ぶと昴の顔のポスターが貼ってあり、思わず相羽のことを思いだす。

　こんな時にと思いつつ、うっかり居場所を教えてはいけないと電源はオフのままにした。

　チケットが切られ始めると気持ちが昂ぶり、席に向かう。

　綺麗な劇場の中央に席が取れて満足していると、席が埋まり始めて着席が終わる頃に照明が暗くなった。

　そして静かになると、役者が出てきて舞台が始まる。

　この日の為に生きてきたのだと思いながら見ていると、諫早昴が現れた。

　ドラマで見た優しい眼差しではなく、舞台上ではきりっと引き締まった顔を見せてくれる。テレビで見せてくれる顔もいいが、やはり目つきが鋭い彼の方が夢は満たされる。

　じっと見入ってしまうと、昴と目が合った気がした。

　ちらりと自分を見た、ような気がしたのだが、この暗闇の中で誰かを見つけることは困難のはず。

　偶然かと思っていると、もう一度目が合う。

（これ……これ……これこそ、サプライズ！）

　今にも卒倒しそうになるものの、彼がファンの女子に手を付けるという噂は聞いたことがない。聞いた話では、アイドルと付き合っているとかいないとか。

　自分を見る理由は分からないが、一度ならず二度も見てきたことに心臓が鳴り止まない。

　確かに舞台中央に位置しているから、自分を見たかもと思った人は多いはずだが、こんなにはっきりと目が合ったと思ったのは初めてだ。

（ああ、神様。私、とうとう日頃の行いが認められました）

　そんなことを思いながら続きを見ていると、あっという間に時間が過ぎていく。

　上演が終わって舞台挨拶も終わり昴もいなくなると、しばらく椅子の上で放心状態だった。

　隣の女子グループが自分と同じように『昴さまが見たよね』と話していて、あれは自分が特別じゃないのだと思わされた。

　でも、あんなことは初めてだしもう二度とないと思うと、脳裏に焼き付けておきたくなる。

　目を閉じて思い出すと、昴の鋭い眼差しが自分を見つめている。

（ふあああああ。夢なら覚めないで）

　ぼんやりしたまま立ち上がると、ロビーでグッズ販売に出遅れてしまった。

　しかし、また来るのだと言い聞かせて出口に向かおうとしたときだ。

　入り口付近で肩を叩かれたのだ。

　不審に思いながらも、先ほどのことがあって浮かれて振り向くと、そこには相羽がいる。

「相羽……さん。もしかして、サプライズってこれ？」

　声が出なくなった。

　今、絶賛オタ活中であり、身も心も諫早昴のことでいっぱいだったのだ。

　ましてや今日は彼と目が合って、特別感が増していた。

　それに、メイクだって相羽と会う時並みにしっかりしているし、そもそも、ここは大阪だ。

　なぜいるのだろう。しかも劇場に。

「そう、サプライズはこれだよ。話してくれないから、『弟』に頼んでチケット取ってもらったよ。ここで話すと大変だから、近くのカフェでも入らないか。近くでもまずいかな。諫早昴のファンが多いから」

　少し皮肉めいた口調で言われて、思わず赤面する。

　相羽はいつからか分からないが夢のオタ活に気が付いていたらしい。

　夢が諫早昴のファンだと言うこと、推し活に精を出していることを。

　でも、止めることもなかったし、さっき弟と言っていたが、関係者だろうかと頭の中がまとまらない。

　相羽に手を引かれながら、劇場近くから少し離れたカフェに向かった。

　もちろん、バレてしまって何から話していいのか分からずに無言を貫いている。

　相羽には仕事で忙しいと嘘をついていたのだし、怒って見つけ出した可能性がある。

　カフェを見つけると、彼はそのまま入店し席に座ったので、夢もそっと向かいに腰掛けた。

「ごめんなさい」

「なにが？」

　相羽は一瞬不機嫌な声を出したが、顔はにこやかだった。

　怒らないわけはないだろう。仕事だと嘘を付いていたのだから。

「嘘をついたこと、謝ります。それから、こういうのを好きで黙っていたことも」

「どこから話すといいのかな。俺は夢が二・五次元俳優が好きだって知ってた。とくに諫早昴のことがね」

「どうして？」

「見てたから」

　相羽の言葉に首を傾げた。

　自分を見るというタイミングは、仕事以外にあり得ない。

　でも、仕事では諫早昴のことは一切話していないし、編集長だって知らないことだ。

　うっかりＳＮＳに載せることもないし、自分の趣味は完璧に隠してあったはずだ。

　情報収集の為に趣味のアカウントは持っているが、誰にも口外していない。

　だったら、どこで自分を見たというのだろう。

　分からなくてそっと相羽に訊くと、彼はくすっと笑う。

「あの、どこで私を見たんですか」

「初めて見たのは、名古屋公演だったかな。それとも大阪だったかな。思い出せないけど、仕事の兼ね合いで地方に行くことになって、弟がチケットもくれてね。ちょうどいいから、見たんだ。そうしたら、夢がいた」

「劇場に……相羽さんが？」

　息が止まりそうだった。

　地方公演だから誰にも会わないと決めつけて行動したせいもあるが、取引先の社長がまさか舞台を見ているなんて信じられない。興味があって見てくれたのだろうか。

　早とちりはいけないと生唾を呑んだ。相羽は興味があるとは言っていない。

　先ほどから、『弟』がと連呼しているその人からチケットを貰って、なんとなく行く程度のものだろう。

「まあ、弟の人気ってすごいし、最近テレビデビューして、もっと人気が出るのかと思うとなんで同じ顔なのにこんなに差が、って思うんだよね」

　相羽が苦笑して笑うと、いつもの穏やかな表情に戻っている。

　しかし、今の一言は聞き捨てならない。

　テレビデビューとか、凄い人気とか、まるで諫早昴のことを言っているように聞こえる。

　それに、静かに自分を見つめる顔はどことなく昴の穏やかな表情という感じだ。

「あの、もしかして。相羽さんって、諫早昴――」

「俺は双子の兄だよ。小さい頃からあいつばっかり目立っててね。運動神経いいし、どこで覚えてきたか分からないような言葉を沢山知ってて、お母さんたちからも人気でさ。気がついたら、大学進学できるのに蹴って、俳優の道だって」

　相羽は苦笑しながら言うが、夢は目が点だった。

　憧れの昴が目の前にいる――、わけではないが、顔の似た兄と付き合っていたのだ。

　この状況を喜ぶべきなのだろうが、素直に喜べなくなっている。

　さっきから、相羽はにこやかな表情の中にも昴に対して、嫉妬心を混じらせているのだ。

　子供の頃からもてはやされた昴に対して、相羽は地道に歩んできた。

　同じ顔なのに、どうしてこんなにも違う人生なのかときっと思っただろう。

「ご、ごめんなさい！」

「謝ることないんだよ。俺はね、特別席から夢を見つけたとき、意外だと思ってじっと見てた。会社じゃ仕事だって頑張ってるし、地方公演にまで駆けつけてくれるのは嬉しかったよ。弟の頑張りを認めてくれるのは、兄としても嬉しいんだ」

「そうなんですか」

　てっきり嫉妬しているのかと思ったが、違うのかと首を捻る。

　相羽はコーヒーを飲んでうなずいた。

「嫉妬もするし、応援もする。大人になって俺だってちゃんとした仕事をして、有名な作家の装丁を手掛けることもあって、自信もついたからね。素直に弟のことを応援してる夢が有難いし、凄いなって」

「凄い……ですよね。でも引きますよね」

　夢は苦笑いした。

　地方公演にまで足を向けていることを取り繕うのは不可能だし、あまりに下手な嘘はもう言いたくない。相羽が認めてくれるのなら、夢だって素直にならないといけないだろう。

　そう誓うのだが、言葉が素直に出てきてはくれなかった。

「別にそういう思いはなかった。俺、仕事以外に趣味がないんだ。家でも仕事してるし、夢と会えない時間も仕事してた。クライアントを増やすためにパーティーに出たり、ＳＮＳでやり取りしたり。とにかく頭の中が仕事でいっぱいでさ。趣味があるってすごいと思う」

「あ。いや……」

　恥ずかしさで頭を掻くが、まだ信じられない。

　この場を収めるために話を合わせてくれているだけじゃないかと疑いそうだ。

　すると相羽が静かに言う。

「諫早昴を追いかけてる夢のことが好きなんだ」

「えっ……」

　時間が止まったような気がした。

　こんな自分を認めてくれる人が現れるなんて思えないし、今、真正面から言われても信じられない。

「ま、またまた。本当は引いてるって言っても」

「引かないよ。夢のこと、劇場で見かけてから、俺も夢と一緒に行きたいなって思ってる」

　夢だろうかと空中を見上げた。

　ただ、黙って見守ってくれるだけでもそれで充分だし、観劇に付き合ってくれるなんて信じられない。

　しかも、あの諫早昴の兄。夢は自分が特別で選ばれた人間なのだと勘違いしそうだ。

「夢？」

　黙り込んでしまった夢を心配してか、相羽が顔を覗き込む。

　慌てて笑みを見せるが言葉にならない。

「こんなこと、あり得ないなって」

「でも、現実だよ。俺は夢と一緒に諫早昴を応援したい。同じ趣味は嫌かな」

　思い切り首を振って否定した。同じ趣味が欲しいと考えていたからだ。

　嫌なわけがない。

　これから昴はどんどん人気になるだろうし、それは相羽だって感じているのだろう。

　何度か舞台にも来ているようだし、この熱狂を感じれば否定するものはない。

　相羽は夢と初めて会ったときから、夢がオタ活をしていることを打ち明けてくれないかともどかしい思いだったろう。

　会わないことに怒りを露わにしなかったのはそのせいだろうし、相羽だって複雑な思いだったろう。夢が弟の活動を心から応援していることに。

「でも、夢？」

「なに？」

　相羽は改まるように、咳払いした。

　そしてじっと目を見据えられると手をぎゅっと握られる。

「俺に嘘ついて、しかもほったらかして弟に会いにいくのは、ちょっと辛かったな」

「あっ……ええと」

　夢は困ったように視線を彷徨わせた。

　オタ活のカミングアウトほど難しいものはないのだ。

　理解してくれる人は理解してくれるが、嫌悪感を示す人だっている。好きだからこそ言えなかったと言いたいが、もう言い訳はやめておく。

「ああ、『諫早』は芸名で『昴』は本名なんだけど。あいつは舞台に夢中で恋なんてしている暇はない。でも、昴には夢のこと伝えてあるから、もしかして舞台から夢を見つけ出して視線を送るなんてことはないか心配でね」

　瞬間、ひくっと顔がひきつった。

　今日、まさに昴から視線を送られたのだ。

　兄から夢の話を聞いているのなら、舞台上から探して見つめることも出来たかもしれない。

　だが、二度も昴がこちらを見たという事実を伝えるべきだろうか。

（今は黙るべきかな）

　珍しく冷静でない相羽を前に、夢は口を噤んだ。

　やはり、煌びやかな昴の活躍や、夢がそれを追いかけていることに嫉妬もするようだ。

「まさか、そんなわけないじゃないですか」

「ほんと？　昴、ときどき舞台から女子を見て観察してるって言うから」

「そうなんですか？」

「うん、そう。自分を見る子たちはどんな顔をしてるのか見るんだってさ。それで満足して、次も頑張るんだって。ちょっとナルシストだろ」

「顔を見る……」

　説明されて納得した。

　ファンは皆自分を見つめたことを心に秘めるから、噂にもならないわけだ。

「夢は俺だけの彼女だから」

　ぎゅうっと手を握られて頬を染めた。
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　三週間ぶりに感じる体温に心が揺さぶられる思いになる。

　相羽は知ってて黙っていたわけだが、どんな思いだったのだろう。

「どうして、今まで黙ってくれてたんですか？」

「こういうの、相手に暴露しても嫌われるだろ。ましてや恋人同士だったら、タイミングが難しいし、一生言われて欲しくないって思うかもしれないって思ってた。でもさ、一か月も会わないっていうから。そんなに待てなくて、驚かそうかなって」

「本当にごめんなさい！」

　夢はもう一度頭を下げた。

　気がついていれば、さっさとカミングアウトして、楽しい旅行も兼ねた観劇となっていたのに。一か月の放置どころか、ふたりきりの大阪旅行で濃密な時間が増えていただろう。

「一か月ほったらかしは俺が辛かった。夢は辛くなかったのか？」

「……本音を言ったら、怒りませんか？」

　上目で訊いた。

　正直、この忙しさにかまけていて、葛藤こそすれ辛いと思うほど悩む暇もなかった。

　待たされた相羽のことを気に掛ける余裕だってなかったのだ。

「どうせ。昴のことで頭がいっぱいって言うんだろう？」

「ごめんなさい！　その通りです！　でも、相羽さんに打ち明けて一緒に行けたらなって考えてて、言えないことももどかしくて」

　頭を深く下げて謝った。

「いいよ。俺はやっぱり、何かに夢中になってる夢が好きだから。昴は芸能人だから、俺とは違うし憧れるよな。昔から人を惹きつけるんだ、昴は」

　見せられた笑みにはどこか余裕がある。

　ほっと胸をなでおろすと、安心してコーヒーを飲むことが出来た。

　このまま喧嘩にでもなったらどうしようと思ったが、相羽は夢を呼び止めた時点で、趣味に口を出すつもりはなかったのだろう。

「ところで、荷物少ないね？」

　相羽の問いに、夢は顔を引きつらせる。

　とんぼ返りで東京に帰るとは思わないだろう。

　しかし、もうバレてしまったのだから言っても構わないかもしれない。

　恐る恐る口を開けると、相羽に宿泊しないことを伝えた。

　相羽の目が丸くなって固まり、夢は苦笑しながら肩を竦めた。

「本当に？　だって、ここ、大阪だよ？　何か美味しいものを食べないと損だし、帰ったら疲れるし、一泊してのんびり帰ってもいいよね？　明日も日曜で休みだし」

「だって、明日は仕事を家でやらないといけないので」

「どういうスケジュールを立ててるのかな？」

　相羽が顔を引きつらせるので、夢は恐る恐るスマホアプリでスケジュール帳をタップする。ぎっしりと詰まるスケジュールを見せると、相羽は黙り込んだ。

「これ……また火曜日に大阪に来るの？　日帰りで？」

「そうですね。仕事に穴をあけるわけにいかないので」

「いや、ここはさ、月曜と火曜に有給取らないか？　俺とこのまま大阪に居よう」

　思わぬ提案に胸が鳴りだす。

　確かに有給さえ取れれば、仕事は前倒しだから問題ない。

　しかも、大阪に火曜までいれば、相羽とのデートにもなるから一石二鳥だ。

　でも、相羽はそれでいいのかと思う。

　確かに一緒に昴を応援したいと言ってくれたが、観劇中、頭の中は諫早昴のことで満たされている。

「やっぱり、帰らないと」

　苦笑いでスマホを仕舞うと、相羽がぎゅっと手を握ってくる。

「だめだ。俺が編集長と話す」

「い、いえ！　そんなことしたら、噂が！」

「だめなの？　俺との噂」

　いつになく強引に言われて、思わず首を振った。

　きっと昴のことがあるせいだろう。彼の為に時間は割けても自分には有給は取れないのかと言いたそうな目をしている。

　そう言われても、あの編集長が黙ってこのことをスルーするとは思えない。

　しかし、このままでは相羽との関係がよくない方に向かってしまう。

　運命は天に任せようと、夢はスマホを取り出した。

　そして、編集長のスマホに電話をし、体調が悪い、とのことで休むことにする。

「すみません、お休みのところ申し訳ありません。実は最近動悸がして病院に行ったところ、少し休みなさいと言われまして。火曜まで休みをいただければと」

「そりゃ大変だ、いいよ。相羽さんから話は聞いてる」

「はい？」

「そっちにいるんだろう？　最近、秋野の様子が変だから少し時間をもらうかもしれないと言われていたんだ。仕事も滞ってないし、担当のことは俺にまかせろ」

「でも」

　夢はいたたまれない思いになった。

　この分だと、オタ活もバレているような気がする。

　どこまで嘘を突き通すべきかも悩んでしまうところだ。

「最近働き過ぎだし、相羽さんと装丁の打ち合わせも兼ねて、少しゆっくり大阪観光してきたらどうだ？　相羽さん、多分パソコン持ってるだろうし、装丁のことで必要なデータが欲しければ送るぞ」

「すみません。じゃあ、水曜日までお休みさせていただきます。打ち合わせも兼ねて」

　夢はそう言わないと申し訳なくていられなかった。

　仕事はすべて順調と言うと聞こえはいいが、全部自分の為にやっていることだ。

　この三週間は諫早昴の為に捧げてきたようなもの。

　仕事だって徳を積んでいると思えば、本当に楽なものなのだ。

「まあ、ゆっくりな」

　そう言われて、電話は切れてしまった。

　困ったと思いつつ、相羽の方をそっと向いた。にこにこしていて状況を把握しているらしい。

「知ってたんですね？」

「だから俺がって言ったろう？」

「とにかく、休みは取れました。ゆっくりできます」

　上目でちらりと見つめると、相羽は口元を緩ませて夢を見つめていた。

　随分見つめられたので、思わず声を掛けた。

「なんですか？」

「水曜日まで独り占めだ」

「そ、それがなにか。火曜は舞台がありますし」

「その時は、俺の隣の特別席で見るといい。二階からだけど、関係者しか入れないから」

　そう言われて、夢は顔がほころんでいく。

　このご褒美はありがたく受け取るしかない。

　相羽が席を立つので、夢も後を追うように席を立った。

　会計を済ますので、どこに行くのか見上げると夢の手に指を絡ませてくる。

「久しぶりだよね。こういうのも」

「そうですね」

「今夜は寝なくてもいいかな」

「えっ……と」

　その意味はよく分かる。

　一か月ほったらかしは、つまりセックスも一か月していないという意味だ。

　相羽の足が速くなっていく。普段は劇場まっしぐらな為に大阪の土地勘は皆無と言っていい。さっきのカフェだって偶然見つかったと思っていたが、このしっかりした足取りを見ると、相羽は観光がてら仕事を済ますこともあるようだ。

　どのホテルに泊まるのだろうと思っていると、駅前にある大きなビルに入っていく。

　都内中心部を思わせる場所に立つ大きなビルの中は落ち着いた雰囲気だった。

　今までとんぼ返りで自宅まで帰宅していたせいか、改めて大阪の雰囲気を感じ取って不思議な気持ちになってくる。

　ちゃんと観光もすべきだったなと今までの自分を悔いるほどだ。

（明日は美味しいもの食べたいっておねだりしてもいいかな）

　チェックインを済ますと、カードキーを渡されてエレベーターで最上階を目指す。

　まるで夢と会うのを分かっていたように、スイートルームを用意していたようだ。

　エレベーターから降りると相羽からキスが落とされる。

「この時間を一番待ってた。夢との心地良くてもどかしい時間」

「部屋に向かう前の、今？」

「そう。頭の中ではごちゃごちゃ考えてるのに、手だけは夢をしっかり握ってる。身体と心がちぐはぐな時間だよ」

「奏って焦れったいことされるの好き？」

「そうじゃないけどさ」

　相羽は苦笑いする。

　いつだって待っててくれるし、文句も言わない。

　さっき少し昴のことを問われたけれど、会えなかった理由や二週間もデートをしなかったことを思えば、もっと怒ってもいいと思う。

　まるで、そのじれじれした時間を相羽は楽しんでいるような気がした。

　夢のことを分かっているからこそ、隠れた独占欲を心に秘めて、余裕を見せているような。

　相羽だけが夢の理解者だと周りに見せつけているようでもある。

　部屋の前に着くと思い切り腰を引かれてキスをされる。

　長く続くキスに思わず息が漏れた。

　後頭部を抑えられて、舌を突き入れられる。

「んっ……まだ……部屋じゃない……」

「分かってるよ」

　強引に舌先で舐られて、また甘い息が漏れる。

　部屋になだれ込むように入ると景色を見る余裕もなく、ソファに押し倒された。

「待たされたから、その分夢だって頑張らないといけないよ？」

「それは、その……んっ……ふぁ……」

「弟を好きになるなんて、許せないな」

「ち、ちがっ！　それとこれは別っ」

「あの視線は好きな人を見る目だろ。上から何度も見てる。夢が昴をうっとりと見つめる顔を。会社では見せないような表情を」

「さっきは理解してるって……あっ！」

　いきなりスカートを捲られて、下着の上から蜜芽を摘ままれた。

　いつもは丁寧な愛撫をしてくれるのに、今日はどこか余裕を感じない。

　布越しに捏ねられて身体がひくついてしまう。蜜で溢れだして下着を汚し、ぬちぬちと音を立て始める。腰を引いて逃げようとしても、両手を持たれて相羽に固定されてしまった。

　快感に震えていると、相羽がソファの上で強引に足を広げてきて、反対の足を背にかけさせられる。卑猥な恰好をさせられてずっと何もなかったせいか、余計に煽られた。

「下着がぐちょぐちょだ。昴のこと考えてひとりでしたりする？」

「しないっ……！　私は奏だけ」

「じゃあ、証明してほしい。俺のことだけだって」

「い、いじわる。今日の奏は……やっぱりちょっと違う」

「じゃあ、ここで終わってもいい？」

　じんじんとする腹の痺れを感じながら、夢は顔をふるふると振った。

　それくらいのおねだりなら、もういくらでも出来る。

　奏が待っていてくれるから、夢は自由になれるのだ。

　会っているときくらいは、ふたりだけの時間を楽しみたい。

　それなのに、今日の奏は意地悪な言葉で困らせてくる。

「自分からおねだりして」

「どうやって？」

「それは夢が考えて？」

　言われながら、花芽を弄りまわされる。

「やっあぁ……」

　下着を脱がされてしまうと、秘部が露わになってしまい思わず隠そうとした。

　すると、夢の指を摘ままれてそのまま蜜芽に押し付けられる。

「一緒にするなんてどうかな」

「だ、だめっ」

　そんな恥ずかしいことをしたくないと首を振るが、ぐにぐにと指先を押し付けられて嫌でも快感で腰が震えた。

　いつもは相羽の長い指でイカされていることに酔いしれるのだが、今日は違う。

　自分自身の指先と相羽の手、両方で果てることになるのだ。

「やぁ……やぁ！」

「そんな顔してないよ。指で捏ねる度に腰が跳ねてる」

　ぬちゅっと音がして、また腰が浮いた。

　相羽は淡々と指を動かして夢の様子を窺っている。

　ぬちぬちと水音を立てながら、指が蜜壺に入りそうになり慌てて腰を引いた。

「逃げないで、夢」

「だ、だめっ。だってそんなところ！」

「じゃあ、自分でする？」

　もう一度首を思い切り振る。

「じゃあ、俺と一緒ね」

　そう言って、夢の指先と相羽の指が蜜壺に入る。

「んっ！」

　快楽に震えていると、そのまま無理やり掻き混ぜられて腰が震えて止まらない。

　手を固定されているせいで、自分で自分をめちゃくちゃにしているのが余計に羞恥を煽る。

「やぁっ！　奏っ」

「おねだり……して？」

「できな……い」

　すると、抜き差しをさせられて手が蜜に塗れてしまう。

　相羽の熱と自分の体内の熱を感じながら、浮かされるように相羽の名前を呼んでしまう。

「奏……奏っ」

「おねだりが先だよ」

「ちょうだい……」

「よく言えました」

　指を引き抜かれてティシュで拭われるとぐったりとしてしまう。

　まだ果てたわけじゃないせいか、腹の奥がじんじんして辛くてたまらない。

　相羽がスラックスをくつろげると、男根がそそり立っている。

　自らお願いしてしまったことに頬を染めつつ、もう身体が疼いて仕方ない。

　蜜口にあてがわれてそっと腰を落とされると、ゆっくりと侵入してきた。

「あっあぁ！」

「すごく締まる。自分でして、感じた？」

「だって……奏と一緒だと思うと」

「恥ずかしくて仕方ないよね」

　ずんずんと最奥を貫かれると、勝手に腰が震え始める。

　熱がダイレクトに伝わり、子宮を揺さぶるような激しさに空気を求めて喘いだ。

「あっあっ！　奏っ奏！」

「もっと欲しいって言って？」

「もっとちょうだい。奏でいっぱいにして」

　言われると、さらに奥まで満たされて蜜道が猛りでいっぱいになる。

　身体が軋むくらい激しく揺さぶられると、態勢を変えられて四つん這いにさせられた。

　ソファの上で四つん這いはバランスが少し悪いが、ソファにしがみつく。

　宙送の度に隘路が閉まり、猛りを呑み込んだ。

「んっんっ！」

　苦し気に喘ぐとさらに抜き差しが激しくなる。

　腹の奥を何度も突かれて揺さぶられていると、胸を鷲掴みにされた。

「ひあぁっ」

　先端を捏ねられてもはや意識が朦朧としてしまう。

　何も考えられなくなっていると、快楽の頂きを昇り始めて真っ白の海に身を投げそうになる。

　相羽も息を荒くして夢の名前を呼んでいた。

「夢、夢、夢っ」

　切ない声を聞いて、夢も苦しくなる。

　今までほったらかしにしていたことが申し訳なくて、夢も賢明に快楽の坩堝に呑まれまいと必死になった。

「奏っ」

　苦し気に答えると、頭の中が何も考えられなくなってしまう。

　相羽の抜き差しが猛然とスピードを上げて、内壁を擦りあげた。

　胸が服越しでもたわわに揺れて、淫靡さを増してゆく。

　その刹那、腹の中に白濁が飛散した。

「あっあぁ！」

　夢の嬌声が部屋中に響いた。

　そのまま倒れ込んでしまうと、しばらく動けなくなってしまう。

　相羽も倒れ込んできて、繋がったまま抱き合うことになった。

「またいい？」

「だ、だって」

「夜は長いし」

　果てたばかりだというのに、腹の奥で猛りがもう大きく復活している。

（奏っ。う、うそ）

　信じられない思いでいっぱいだが、熱を感じてまた満たされてしまいたくなる。

　うとうとするような心地良さを感じながら、夢は呟いた。

「沢山して？」

「当たり前だよ」

　甘い心地よさを感じながら思わず笑みをこぼす。

　ソファの狭さを感じていると、相羽はそっと抱き起してくれた。

　乱れた衣服を見て頬を赤らめつつ、横抱きにされてベッドルームまで運ばれる。

　そして、そっと降ろされると着ている服をすべて脱がされた。

　もう一度突き入れられるのかとぞくぞくしていると、足を大きく開脚させられる。

　何かと思っていると、相羽の顔が秘部に埋められて、秘丘を舌が往復し始める。

「ひあぁっ……やっ……やぁっ！」

「ここ。俺しか知らないところだからね。たっぷり舐めないと」

「そう……だけど……」

　胸を鳴らせながら応じてしまうと、舌が蜜芽を見つけて捏ねだした。

　押し付けるように潰されて腰がひくついてしまう。

　くちゅくちゅと音を立てて舐められると、勝手に腰が跳ねてしまう。

「ひあっ……もうっ……やぁ！」

「だめ」

「だって……そんなところ……はぁっ！」

　レロレロと舌が往復し、蜜芽を丁寧に舐められると身体が戦慄く。すると指先が忍び込んで蜜壺に入り込んできた。

「んっあっ！　やぁああ！」

「俺のことで頭がいっぱい？」

「奏のことだけっ」

「本当に？」

　涙目でうなずくと、指の抜き差しが始まる。

　ぐちゃぐちゃという激しい水音がベッドルームに響くとシーツを引いてなんとか快楽から逃げようと必死になった。しかし、激しく掻き混ぜられてすぐに頭の中を蕩けさせてしまう。

「あっあぁ！」

　とろとろになってしまうと、身体がぐったりして抵抗する力もなくなる。

　ベッドの淵に移動して腰掛けた相羽は、夢を引き寄せ対面にまたがらせてきた。

　猛りが蜜口に当たり、身体を震わせる。

「そのままゆっくり腰を落として」

「ん」

　恥ずかしさで満たされつつ、自ら腰を落とすとゆっくりと挿入されていく。

「ふあぁっ」

　熱がもう一度侵入してくるが、さっきよりずっと深いところまで入り込んできて、目を剥いた。子宮にあたるかというくらい深いところに熱を感じて身体の震えが止まらない。

　そのまま快感に堪えていると、強引に尻をつかまれて揺さぶられた。

「あっあっ！　そんなことされたらっ」

「イキそうだろう？」

「やぁっ！」

　腹の奥で蠢くそれは、さっきよりずっと深い部分で突きあげてくる。

　自らも腰を振りたくってしまうと、隘路がきゅっと締まり相羽の熱を締め上げた。

「うっあぁ……」

　相羽の苦し気な声を聞いて、さらに腰を振ってしまう。

「こ、これで奏は満足よね？」

　とろんとした目で訴えると、相羽が苦し気な顔でうなずいた。
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「こんなエロい夢、誰も想像出来ないだろうな」

「ご褒美……だから」

　自ら甘い事を言って恥ずかしくなるが、彼はそんなことを言っていたと思い腰を使いながら自分でも口に出していた。

　切ない声をあげながら、相羽が眉間に皺を寄せて苦しそうな顔を見せてくる。

「げ、んかい」

　そう言われた刹那、尻を掴まれて猛然と突き上げられる。

「あんっあんっ！」

　子宮に打ち付けるような激しさに胸が揺れ、快楽に呑まれていく。

　頂きに昇りつめてしまうと頭を真っ白に蕩けさせた。

　そして、白濁がもう一度腹の奥で飛散する。

「んっんんっ！」

　身体をひくつかせながら受けると、隘路が思い切り締まり精を飲み干していく。

　相羽も苦し気に息を吐いていた。

　互いにどっかりとベッドに倒れ込むと、しばらく動けなくなってしまう。

「まだ。まだまだだから」

「えっ……」

　一瞬戸惑いつつ、抱き寄せられて笑みを浮かべてしまう。

　相羽と何度もひとつに繋がる瞬間が心地よくて、止めることが出来なくなっていた。

　その晩、避妊も忘れて抱き合い互いに時間を埋めるように貪りあい、繋がった。

　相羽から、責任は取るし、結婚も考えているからと言われて余計に身体を許してしまったし、嘘を付く人じゃないということもよく分かっている。

　結婚しても仕事を続けても良いと言われると、なにも不安がよぎらなくなって余計に大胆になる。すると相羽も猛然と愛してくれ、たっぷりと精を注がれた。

















第四話












「はあ。今日も良かった昴さま」

　劇場から出てきて夢は思わず伸びをした。

　となりには最愛の人、相羽がいるのに気にする必要がなくなっている。

　ただし、黙っていることがある。

　今日も昴と目が合ったのだ。

　彼は客席を見渡して満足しているナルシストだと相羽は言っていたが、こんなに何度も目が合うのは、一ファンとしてよくない考えを抱きそうになる。

　諫早昴のファンは多く、相羽を見ると本人かと思って声をかけてくることもある。

「あの、諫早昴さんですか？」

　女子のきらきらした眼差しが、相羽に向かっていた。

「いえ、人違いですよ」

「すみません、すごく似ているので」

「よく間違えられます。では」

　スマートにかわす相羽を見て、夢は思わず頬が緩む。

　劇場ということもあり、相羽は何度もこんな会話をしているのだ。

　自分も少しだけ特別な感じを味わえている。

　ただし、オタ活の同志の日頃の努力を知っているので、劇場では相羽と他人のふりをしていた。

　誰だって諫早昴の傍にいたいと思うし、関係者と親しくなってみたいと思うだろう。

　出来ないから、日頃から頑張って一日一善なんて言い聞かせて、近づこうと努力するしかない。夢はたまたま、諫早昴の兄と付き合うことになっただけだ。

　それを見せびらかすつもりはない。

　劇場から出てカフェに向かうと、相羽の様子がどこかおかしい。

　お互いの時間はたっぷり取れているし、昨晩だって深く抱き合い、結婚の話だってしたのだ。指輪のブランドの話とか式場についてとか、具体的な話だってしている。

　順調なはずだが、なぜか相羽は視線を落としたままだ。

「どうかした？」

　メニューを広げながら、周りにファンがいないことを確かめる。

「ああ、まあ、俺のちょっとした嫉妬なんだけど」

「なに？」

　首を傾げると相羽は恥ずかしそうにしながら水を飲んだ。

　そして真剣な顔をして夢に訊いてくるのだ。

「俺と昴、どっちが好き？」

「えっ！」

「さっきも劇場で昴のこと真剣に見てたし、俺に向ける目とは違う」

「ちょっと待って！　その話は解決したじゃない」

　夢は相羽に落ち着いて欲しいと思い、手をぎゅっと握る。

　話題を逸らそうとメニューを見つめた。視線を落として真剣に見ようとするものの、相羽の熱っぽい視線が痛いほど感じられて思わず顔を上げる。

「飲み物何にする？　ごはん食べよう？」

「俺がわからないと思ってる？」

「な、なにを……？」

「昴が夢に視線を送ってるの」

　ひくっと顔を引きつらせる。

　今日も二階席だから、相羽も気が付いてしまったのだろう。

　関係者しかいないそこへ向かって視線を向ける。

　相羽と夢以外にいないのであれば、疑うのも仕方ない。

「ごめんなさい！　よくわからないけど、視線を送られて」

　必死に頭を下げる。浮ついた心が一気に困惑でいっぱいになる。

　夢のような三角関係と言いたいところだが、昴の意図が読めないせいでただの地獄絵図だ。

「いいよ。どうせ、昴のことだから深い意味はないんだろう」

　相羽がそう言った時だった。

　店内がにわかにどよめいた。

　何事かと思い入り口を見れば、諫早昴が店に入ってきたのだ。

　細身のトレンチコートを着てジーンズ姿。ありきたりな服でも後光が見える。

（昴さまっ）

　信じられない光景を見つつどんどん自分の席に昴が近づいてくるので、息ができなくなってくる。

　そして、とうとう自分たちの席の前で不機嫌そうに立ったのだ。思わず俯きがちになって上目でチラ見する。

「なに突然呼び出すなんてさ。兄貴らしくない。公演中はプライベートには気をつけてるんだけど。ここじゃ見つかりそうだ」

　鋭い目つきが相羽に向かっていた。

　劇場で見たままの少し上から目線な感じの対応が夢の心をキュンキュンさせる。

　目をハートにしてチラチラ見つめていると、昴は気が付いてにこりと微笑んでくれた。

「この人が兄貴の彼女だね。何度か舞台から見たんだ。どんな人かなって」

　昴の発言に相羽はすぐに問い詰めるように質問する。

「深い意味はないな？」

「あるわけないだろ。と言いたいけど、兄貴の彼女が俺のファンなら、ときどきサービスしないといけないと思って、視線を何度か送ってた。俺のことも好きってことだからね？」

　いたずらに笑みを作り言うが、相羽はわなわなと震えている。

「俺の夢だ」

「分かってるよ。人の彼女に手を出すつもりはない。俺今忙しいし、ファンに手を出すのはマナー違反だからね」

　くくっと笑いながら、相羽のことを掌で転がすように楽しんでいる。

　兄弟と言っても、見た目は双子だからほとんど変わらないように見えてくる。しかも聞いていたように、昴の方が人間関係の立ち回りがうまそうだ。

「俺の夢だからな」

　苛立ち堪え切れずに相羽はじろっと睨んで念押しして言う。

「分かってるよ。ただし、俺のファンでもある」

　ぎりぎりと睨み合うので、夢は意を決して止めに入る。

　こんなところで言い合っていたら、それこそファンに見つかってしまう。

（もうさっきからお客さんがこっちにスマホ向けてるっていうのに）

　ちらりと見れば、女子高生が昴に向けてスマホを向けているのだ。

　収集が付かなくなる前に、なんとかしなければ。

「私は昴さんのファンですし、奏の恋人ですから。昴さんは、舞台続けて頑張ってください！」

　ふたりを押し返すと、昴は嬉しそうに口角を上げた。

「じゃあ、話はそれだけ。これからも俺のことよろしくね」

　ささっと帰る昴は、撮影していた高校生を見つけるとスマホをすっと取り上げた。

「悪いけど、写真も動画も事務所を通さないとダメなんだよ。消去させてもらうから」

　すすっと操作して消してしまうと、女子高生が落胆の声をあげる。

　周りにいた女性が素早くバッグにスマホを仕舞うので昴が肩を落としていた。

　やはり、ブレイク寸前の彼を前に撮影するなというのは無理だろう。

　夢は一ファンとして昴の隣にすっと立った。

「撮っていた写真や動画は消してください。私は彼のマネージャーです！」

　咄嗟に嘘をついた。こんな動画が拡散されたらたまったものじゃない。

（とにかくなんとかしないと）

　そう言って、動画や写真を消すように必死にお願いする。

　しかし、昴の方が手なれていてさっさとスマホを取り上げると画像を消していく。

　その代わりに握手をして、納得するようにしてもらっていた。

　店内すべての客の対応を終えると、昴はカフェの出口に向かった。

「じゃね。また見に来て」

　手を振りながら去る姿には舞台上では見たこともない素の表情がある。

　そこには男性の鋭さや危うさ、子供っぽさが感じられて余計に惹きつけられた。

　その姿に頬を染めてしまう。

　思わず手で顔を隠しそうになると、相羽から肩を叩かれた。

「結局、俺と昴とどっちが好きなんだ？」

「比べることなんてできません。昴はファンとして。奏は私の恋人として大切な人で好きな人。同じ天秤には載せられないんです」

「そっか。残念だけど、それで納得するしかないな。でも、俺のことちゃんと好きだって言わせるよ」

「それなら、私は奏しか見えていません。好きな人は奏だけ」

　夢は笑みとともに告白した。一瞬驚いた顔を見せた相羽だが、胸を撫でおろすように柔和な笑みを見せる。

「ここ、注目されてるから別の店に行こうか」

　夢は頷くと奏の手を握った。

　世界で一番好きな人は奏。

　でもファンとして応援したいのは昴。

　そのことはきっとこれからも変わらない。かといって、昴に現を抜かして奏をおざなりにはしたくない。これからはふたりで昴を応援すると決めたのだから。

「大阪観光しないで帰るのももったいないから、さっそく何か食べようか」

「たこ焼き、串焼きがいいです！」

　夢の楽し気な声が人混みに消えていった。

　奏と肩が触れ合う度に心地よさが伝わり、手からは温もりが伝わってくすぐったい思いだ。

　趣味のことや夢のことを理解してくれる彼氏をようやく見つけて安堵で満たされる。

　初めての最愛の人との大阪観光が始まった。
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